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開館10周年・合併５周年記念　秋季特別展

－ 二大街道絵展「東海道と木曽街道の旅」 －

60

　この度は、広重の代表作「東海道五拾三次之
内」と「木曽街道六拾九次之内」の二つの街道絵
を紹介し画風の変遷をさかのぼれる有意義な機会
になるでしょう。広重が志した浮世絵風景画の世
界をご堪能下さい。
　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　市川信也
【会　　期】　前期：９月４日（土）～10月３日（日）
      　　　　　後期：10月８日（金）～11月14日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】　当館学芸員
 　　　　後期：10月９日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分より午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
　　　　　　  但し、9月24日（金）は開館します。

　　　　　　　　　　　　　　　歌川広重（17
　　　　　　　　　　　　　97～1858）は天保
　　　　　　　　　　　　   （1830～43）初年
に「東都名所」を制作し評判になり、続けて「東
海道五拾三次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）
と鶴屋喜右衛門（鶴喜）大判55枚）を制作し浮
世絵風景画の絵師として名を成す契機となりまし
た。作品の特徴は各宿場の景観に四季折々の季節
や時刻、天候などを加え抒情的な作品に仕上げま
した。この作品はよく売れ１年程度で完結しまし
た。その後、広重は生涯に20種類以上の東海道
シリーズを制作します。街道絵以外にもさまざま
な版元から「江戸名所」「諸国名所」などの仕事
が舞い込みます。
　保永堂版東海道の数年後には「木曽街道六拾九
次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）と伊勢屋利
兵衛（錦樹堂）大判71枚）を制作します。当初
は広重の単独版行予定でしたが、実際には溪斎英
泉（1791～1848）が起筆し24図描きます。そ
の後に広重が47図を描き完成させました。
　図の日本橋は、五街道の起点であり江戸の経済
の中心地として栄えました。丁度朝日が昇り始め
たところです。橋上は多くの人でごったがえして
います。両方とも大変摺りのよい作品ですが、上
図の作品は初摺で下図の作品は後摺です。その理
由は左の作品の傘の部分に、この作品を初めて出
板した版元名竹内孫八が記され、下図の傘には伊
勢屋利兵衛と書かれ、後摺を出板した版元名が記
されているからです。

「木曾街道続ノ壱 日本橋 雪之曙」渓斎英泉（初摺）

「木曾街道続ノ壱 日本橋 雪之曙」渓斎英泉（後摺）
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●合併５周年記念式典開催のお知らせ
●10月１日は、国勢調査。
●デマンドタクシー「なかちゃん号」
●ゆりがねマラソン大会参加者募集
●子ども会レクリェーション大会結果
●認知症サポーター養成講座
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広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦50㎜×横88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回10,000円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前
　　　　　※10月22日までに申し込まれた場合、12月号
　　　　　　から掲載可
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。 那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国

NASU ANIMAL KINGDOM

栃木県那須郡那須町大字大島1042-1
ＴＥＬ ０２８７－７７－１１１０
http://www.nasu-oukoku.com/

平日１０：００～１６：３０
土日祝９：００～１７：００
定休日：水曜日（夏休み・祝日除く）
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ニッポンの今を知り、未来をつくるための調査です。

October 1 is Population Census Day.

10月１日は、国勢調査。

調
査
の
流
れ

那珂川町合併那珂川町合併５周年記念式典開催のお知らせ周年記念式典開催のお知らせ那珂川町合併５周年記念式典開催のお知らせ
　平成17年10月１日に馬頭町と小川町が合併し、那珂川町が誕生して５周年を迎えました。
　町では、下記のとおり記念式典を開催します。どなたでも入場できますので、町民の皆様の
ご来場をお持ちしております。（第１部・第２部とも入場無料）

期日 平成22年10月３日（日）
場所 那珂川町小川総合福祉センター　あじさいホール
日程  12:20　第１部受付開始
 13:00　第１部　那珂川町合併５周年記念式典
　　　　　　　⑴ 那珂川町自治功労者等表彰
　　　　　　　⑵ 那珂川町イメージキャラクター発表及び表彰
　　　　　　　⑶ 那珂川町ケーブルテレビ放送センター
　　　　　　　　 愛称・ロゴ発表及び表彰
 14:20　第１部終了
      　　　　　※第１部と第２部の入替えは行いません。
　　   14:00　第２部受付開始
 14:40　第２部　那珂川町合併５周年記念講演
  「えりのあトーク＆ライブ」
　　   16:00　第２部終了

第２部　那珂川町合併５周年記念講演に出演する
「えりのあ」さんを紹介します

涙のあとに笑いが、笑いのあとに涙が。
老若男女誰もが楽しめます。多くの方のご来場をお待ちしています。

合併してからの主な事業

略　歴
・大田原市在住の
　　シンガーソングライター
・とちぎ未来大使
・とちぎ食の回廊広報官
・福祉施設で介護に従事
・社会福祉士・介護福祉士
・ＦＭレディオベリーで
　　レギュラー番組「えりのあ便り」
　　（毎週金曜日22時55分～）を放送中
・県内の教育委員会やPTAからの
　依頼で、各学校や施設でも講演や
　ライブを実施
・「イジメ」、「引きこもり」や「親
　子のふれあい」などの問題にも取
　り組む。
・H22.1.10 那珂川町成人式でライブ

“栃木の耕耘機”こと
えりのあさん

123

456

調査員が皆様のお宅に
おうかがいします。

調査員から配布された「調査票」
に記入します。

（独）統計センターで，コンピュー
タによる集計を行います。

単身の方，学生の方，未成年の方，
外国籍の方など，日本に普段住
んでいるすべての方が対象です。

記入した 「調査票」 は，封をして
調査員に渡していただくか，郵送
用封筒で郵送してください。

封筒は市区町村で開封され，調査
票の記入もれや記入誤りなどが
確認されます。

国勢調査員とは国勢調査員とは

平成17年10月１日　那珂川町誕生平成17年10月１日　那珂川町誕生

平成21年４月１日平成21年４月１日
町ケーブルテレビ高度化事業竣工町ケーブルテレビ高度化事業竣工

平成22年４月１日　馬頭東小学校開校平成22年４月１日　馬頭東小学校開校

平成22年４月１日　わかあゆ保育園開園平成22年４月１日　わかあゆ保育園開園

平成17年10月１日　那珂川町誕生

平成21年４月１日
町ケーブルテレビ高度化事業竣工

平成22年４月１日　馬頭東小学校開校

平成22年４月１日　わかあゆ保育園開園
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お電話お待ちしております！

ご利用の３日前から運行時刻の１時間前まで予約可能！

那珂川町デマンドタクシー
「なかちゃん号」「なかちゃん号」

那珂川町デマンドタクシー
「なかちゃん号」

10月１日の便は、９月28日（火）から受付を開始します。
ぜひ、ご利用ください。

TEL 0287-92-7447

デマンドタクシー「なかちゃん号」とは ご利用はカンタンです！

いよいよ
10月１日運行開始です

登録制

●タクシー車両（10人乗ワゴン車またはセダン型車
　両）でご自宅まで迎えに行きます
●町内全域から市街地（馬頭・小川）までご利用に
　なれます
●事前に利用登録が必要です
●ご利用には電話予約が必要です

●予約センター（馬頭観光タクシー）からの出発時間です
●乗合により運行しますので、お迎えの時間は予約状況によります
●時間に余裕をもったご利用をお願いします

①事前に利用登録をします（無料）
②予約センター（馬頭観光タクシー内）に電話で予
　約します
　（※予約のない便は運行しませんのでご注意ください）
③「なかちゃん号」がお迎えにあがります

運行時刻

午前便 ７：３０ ９：００ １０：３０

午後便 １２：３０ １４：００ １５：3０

まずは利用登録を！ 事前に「利用登録票」を役場総務課また
は総合窓口課までご提出ください。

総務課消防交通係
TEL 0287-92-1111　FAX 0287-92-2406

「那珂川町デマンド交通利用登録票」の提出は、ＦＡＸ、郵送のいずれか、または
直接お持ちいただいても結構です。登録票は、「広報なかがわ８月号」に掲載され
ているほか、役場総務課と小川庁舎総合窓口課に置いてあります。

ご利用の前に予約が必要です！

あらかじめ乗降場所が決まっています！

デマンドタクシー予約センターに
電話で予約をお願いします。

7：30出発便：前日の午後４時までに
その他の便：出発時刻の１時間前までに

また、利用日の３日前から予約できます。
　　　　　　　　　　　（運休日は除きます）

　ご自宅以外の乗降場所は「指定乗降場所」としてあらかじめ決まっています。デマンドタクシーをご利用
の際は、馬頭・小川市街地の公共施設等の「指定乗降場所」から乗り降りしていただくことになります。

お名前、ご利用になる便、お乗りになる場所、
お降りになる場所をお伝えください。

お問い合わせ

１乗車
定  額

月～金まで毎日運行
※土・日・祝日、年末年始は運休となります

３００
※大人と一緒の場合の未就学児は１人まで無料です

円円

予約受付時間予約受付時間予約受付時間 予約センター予約センター予約センター

※他の利用者との乗り合いになりますので、予約状況によってはお迎えの時間が遅くなります。余裕をもったご利用を
　お願いします。

○役場小川庁舎　○小川総合福祉センター　○下西の原
○農協倉庫前　○本町　○旭町

●ご自宅以外でご利用いただける場所が「指定乗降場所」です。
●役場等の公共施設、病院、商店街の近くを指定していますので、用途にあわせてご利用ください。

小川○○番地の「那珂川フネ」
ですが、９時の便で役場の本
庁舎までお願いします。

９時の便でお迎えにあがりま
すので、お待ちください。

予約センター
（馬頭観光タクシー内）

指定乗降場所指定乗降場所指定乗降場所
小川市街地小川市街地

馬頭市街地馬頭市街地
小川市街地 ○役場本庁舎　○総合体育館前　○新町　

○馬頭総合福祉センター　○南町　○馬中入口　
○下馬頭　○下田町　○道の駅ばとう

馬頭市街地

小川市街地

役場小川庁舎

小川総合福祉センター

下西の原
（佐藤医院）

農協倉庫前
（さかいり）

本町本町
（上野医院）（上野医院）
本町
（上野医院）

旭町旭町
（リオン・ドール）（リオン・ドール）

旭町
（リオン・ドール）

R293R294 R293

役場本庁舎

総合体育館前

（飯塚医院）

新町（白寄医院）
馬頭総合福祉センター

受付センター・車庫
南町

馬中入口馬中入口
（うおまつ・中山医院）（うおまつ・中山医院）

馬中入口
（うおまつ・中山医院）

下馬頭
（ポニィタウン）

道の駅ばとう

下田町

（高野病院）（高野病院）（高野病院）

馬頭市街地

舟戸舟戸
（鈴木整形外科）（鈴木整形外科）
舟戸
（鈴木整形外科）

（
坂
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
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８
月
21
日
、
町
青
少
年
育
成
協
会
・
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
第
５
回
那
珂
川

町
子
ど
も
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
頭
運
動
場
で
は
、
一
昨
年
、
昨
年
と
雨
の
た
め
中
止
だ
っ
た
小
学
生
の
ス
ー

パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
が
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
夏
空
の
下
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
合
体
育
館
で
は
、
中
学
生
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
３
種
目
を

実
施
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
地
域
の
仲
間
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、
友
好
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

猛
暑
を
吹
き
飛
ば
せ
！

４
種
目
に
３
６
０
名
の
小
中
学
生
が
参
加

　

町
で
は
、
過
疎
か
ら
の
脱
却
と

地
域
の
自
立
促
進
を
図
る
た
め
、

産
業
の
振
興
、
交
通
通
信
体
系
の

整
備
、
生
活
環
境
の
整
備
、
医
療

の
確
保
、
教
育
の
振
興
、
地
域
文

化
の
振
興
等
の
施
策
を
ま
と
め
た

「
那
珂
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

　

計
画
に
対
す
る
町
民
の
皆
様
の

ご
意
見
等
を
受
け
付
け
ま
す
。

意
見
等
の
受
付
期
間

９
月
13
日
〜
10
月
12
日

計
画
（
案
）
の
閲
覧
方
法

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
企
画
財
政
課
及
び
総
合
窓
口
課

の
窓
口

意
見
を
提
出
で
き
る
方 

町
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
方
、
ま
た
は
町
内
に
事
業
所

等
を
有
す
る
方

意
見
等
の
提
出
方
法

郵
便
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
ま

た
は
書
面
に
よ
り
提
出

※

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
の
こ
と

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
４

FAX
０
２
８
７―

９
２―

１
３
１
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow
n.tochigi-nakaga

w
a.lg.jp

ス
ー
パ
ー
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

Ａ
コ
ー
ト　

優　

勝　

谷
田

　
　
　
　
　

準
優
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小
口
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ー
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３
区
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準
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区
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フ
ト
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ボ
ー
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Ａ
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イ
ン
デ
ィ
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３
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３
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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区

　

準
優
勝　
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区
Ｂ

　５月22日に益子町で行われた全日本卓球選手権大会栃木県
予選において、カブ（小学４年生以下）男子の部に出場した小
川卓球スポーツ少年団の小泉涼太さん（小川小３年）は、３戦
連続ストレート勝ちで予選突破。決勝リーグでは４年生に勝利
するなど１勝２敗と健闘し、見事に３位入賞を果たすとともに
２年連続の全国大会出場を決めました。
　７月23日にグリーンアリーナ神戸（兵庫県）で開催された本
大会では、予選リーグで２試合とも健闘しましたが惜敗し、残
念ながら決勝進出を逃しましたが、カブの部の最上級生となる
来年の大会では、全国大会の上位入賞が期待されます。

日時　11月14日（日）　荒天中止
　　　午前８時30分　受付
　　　午前９時40分　順次スタート
コース　山村開発センターを発着点とした健武地区
　　　　周回コース
種目　２㎞コース…①親子ペア(小学生４年以下)
　　　　　　　　　②小学生(５・６年)男子
　　　　　　　　　③小学生(５・６年)女子
　３．５㎞コース…④中学生男子
　　　　　　　　　⑤中学生女子
　　　　　　　　　⑥一般男女(ジョギングコース)
　　　５㎞コース…⑦中学生男子
　　　　　　　　　⑧一般男子(高校生以上)
　　　　　　　　　⑨一般女子(高校生以上)
　　  10㎞コース…⑩一般男子(高校生以上)
　　　　　　　　　⑪一般女子(高校生以上)
参加資格　健康診断等により、身体に異常のない者　
　　　　　で、完走できる者
表彰　各種目の上位入賞者には賞状・メダルのほか素
　　　敵な賞品が贈られます。（⑥は賞品のみ）
参加費　親子ペア　2,000円
　　　　（子が一人増につき500円加算）
　　　　一　般　　2,000円
　　　　高校生　　1,500円
　　　　中学生　　1,000円
　　　　小学生　　　500円
申込方法　役場及び体育館の窓口にある所定の申込用
　　　　　紙に必要事項を記入し、参加料を添えて郵
　　　　　便振込にて申し込んでください。
申込締切　10月５日（火）必着
問い合わせ・申し込み先
　生涯学習課（小川庁舎２階）☎0287－96－2116

小泉涼太君（小川小３年）２年連続で全国大会出場！

大
会
結
果

子
ど
も
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会

ゆりがねマラソン大会参加者募集ゆりがねマラソン大会参加者募集ゆりがねマラソン大会参加者募集
那珂川町合併５周年記念

第
29
回

第
29
回

11/14
 日曜日

ゲストランナー　浅利純子選手
マラソン終了後に浅利選手の特別教室を開催予定

浅利選手の主な大会記録
’93大阪国際女子マラソン優勝
’93世界陸上女子マラソン優勝
’95・’98東京国際女子マラソン優勝

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

スーパーキックベースボールスーパーキックベースボールスーパーキックベースボール

ソフトバレーボールソフトバレーボールソフトバレーボール

インディアカインディアカインディアカ

３on３バスケットボール３on３バスケットボール３on３バスケットボール
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　５月22日に益子町で行われた全日本卓球選手権大会栃木県
予選において、カブ（小学４年生以下）男子の部に出場した小
川卓球スポーツ少年団の小泉涼太さん（小川小３年）は、３戦
連続ストレート勝ちで予選突破。決勝リーグでは４年生に勝利
するなど１勝２敗と健闘し、見事に３位入賞を果たすとともに
２年連続の全国大会出場を決めました。
　７月23日にグリーンアリーナ神戸（兵庫県）で開催された本
大会では、予選リーグで２試合とも健闘しましたが惜敗し、残
念ながら決勝進出を逃しましたが、カブの部の最上級生となる
来年の大会では、全国大会の上位入賞が期待されます。
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　　　　　　　　　⑥一般男女(ジョギングコース)
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小泉涼太君（小川小３年）２年連続で全国大会出場！
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ゆりがねマラソン大会参加者募集ゆりがねマラソン大会参加者募集ゆりがねマラソン大会参加者募集
那珂川町合併５周年記念

第
29
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第
29
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11/14
 日曜日

ゲストランナー　浅利純子選手
マラソン終了後に浅利選手の特別教室を開催予定

浅利選手の主な大会記録
’93大阪国際女子マラソン優勝
’93世界陸上女子マラソン優勝
’95・’98東京国際女子マラソン優勝
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スーパーキックベースボールスーパーキックベースボールスーパーキックベースボール

ソフトバレーボールソフトバレーボールソフトバレーボール

インディアカインディアカインディアカ

３on３バスケットボール３on３バスケットボール３on３バスケットボール
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　那須地域では奈良時
代に金が産出され、国
の直営によって産金が
行われていました。今
回の展示会では、古墳
時代の金利用から、古
代～近世に至るまでの
那須、下野の産金の様
相を時代ごとに概観
し、紹介していきま
す。
会　　期　９月18日（土）～ 11月23日（火・祝）
開催場所　なす風土記の丘資料館　湯津上館
休　館　日　月曜日（祝日開館）、祝日の翌日
そ　の　他　要入館料（中学生以下は無料）

●オープニングイベント・古代産金体験
　川でゆり板を使って古代産金体験をします。
日　　時　９月20日（月・祝）午前９時～正午
集合場所　なす風土記の丘資料館　湯津上館
定　　員　20名（小学生以下は保護者同伴）
参　加　費　100円
●秋の史跡見学会
　栃木県内の金銅製品出土遺跡を見学します。
日　　時　10月３日（日）午前７時30分～午後６時
集合場所　なす風土記の丘資料館　小川館
定　　員　50名
参　加　費　3,000円
●講演会とシンポジウム
日　　時　10月17日（日）午前10時～午後４時
講　　師　鐘江　宏之氏（学習院大学教授）
　　　　　萩野谷　悟氏（日本考古学協会会員）
　　　　　眞保　昌弘　（当館学芸員）
コーディネーター　和田　貞夫（当館館長）
場　　所　那珂川町ふるさと館（小川館に隣接）
定　　員　80名
参　加　費　無料
　※講演会終了後、湯津上館に移動して
　　ギャラリートークを行います。
問い合わせ　なす風土記の丘資料館小川館
☎0287－96－3366　FAX0287－96－3340
E-mail　info@nasufudoki.com

日時　10月11日（月・祝）
　　　午後１時～
場所　馬頭総合福祉センター
　　　集会室
講師　稲垣進一氏
　　　（国際浮世絵学会常任
　　　 理事・当館初代館長）
演題　「広重と保永堂版
　　　　東海道五拾三次」

日時　10月11日（月・祝）
　　　午後３時～
場所　馬頭総合福祉センター
　　　集会室
講師　柳家さん生氏
　　　（落語家）
演目　「落語の中に
　　　　生きる人々」

※両講演会とも入場は無料です。なお、入場の入替え
　は行いませんので、両講演会参加を原則とします。
※参加申し込みは、９月20日（月・祝）から馬頭広重
　美術館で受け付けます。
　（定員200人になり次第締め切ります）
問い合わせ　馬頭広重美術館　☎0287－92－1199

－企画展と関連イベント－

那珂川町合併5周年
美術館開館10周年記念

第18回企画展

　  「那須のゆりがね―産金の歴史―」

馬頭広重美術館友の会
設立10周年記念講演会

秋季特別展

「二大街道絵展  東海道と木曽街道の旅」
　　　　　　　　　　　　　 記念講演会

もの忘れがひどい・・意欲がなくなる・・もしかして認知症？　　　
家族や知人、あるいは自分自身のことで心配をしている方が多いと思います。認知症を理解し、認知症
やその家族を温かく見守り、みんなが暮らしやすい「温かい地域」をつくるため、町では認知症サポー
ター養成研修会の出前講座を行っています。
希望される方は那珂川町包括支援センターへご連絡下さい。

認知症サポーターは、何か特別のことをする人ではありません。
友人や家族に学んだ知識を伝えたり、認知症になった人や家族の
気持ちを理解し地域で温かく見守る「応援者」です。

講座時間は60～ 90分で、専門の講師が認知症の正しい知識や予防法、
認知症の方へのサポートなどを分かりやすく説明します。受講終了後に
は認知症サポーターの証として「オレンジリング」をお渡しします。

　県内在住の外国人（大学の留学生や学校の外国語指導者等）の方々と２泊３日、一緒に過ごしてみませ
んか？外国の方と交流を楽しみたい方、外国語が苦手な方、得意な方、上手になりたい方など･･･どなたで
も奮ってご参加下さい。日本語をある程度話せる方もいらっしゃいます。
ホームステイ：10月８日（金）夕方～ 10日（日）の昼まで
稲刈り体験：10月９日（土）９：30～ 12：30頃　福島泰夫様宅近くのほ場（芳井）
　　　　　　　日程については変更になる場合がありますのでご了承下さい。
問い合わせ先：那珂川町教育委員会　生涯学習課　
　　　　　　　☎0287－96－2116  　メールアドレス　sistercity@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

☆日程　平日・土・日・祝日を含め実施可能です。準備の都合上、
　　　　開催予定日１ヶ月前までにお申し込みください。
☆場所　那珂川町内ならどこでも開催できます。
　　　　公民館など、町の施設でも利用できますのでご相談ください。
☆人数　なるべく10人以上ご参加くださるようご配慮願います。
☆申し込み・問い合わせ先　那珂川町地域包括支援センター　☎０２８７－９６－２１６１
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認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座

認知症サポータ－になろう！

どなたでも参加できる講座です

お申し込みはお電話で！日程と場所をご相談ください

海外のみなさんともうひとつの家族になってみませんか？

職場、自治会、趣味サークル、友達、ご近所さん等で利用してみませんか？

ホストファミリー＊を募集します

サポーターの証「オレンジリング」

＊「ホストファミリー」とは、
　外国人ゲストを泊めてくれるご家庭のことです。
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　　　　開催予定日１ヶ月前までにお申し込みください。
☆場所　那珂川町内ならどこでも開催できます。
　　　　公民館など、町の施設でも利用できますのでご相談ください。
☆人数　なるべく10人以上ご参加くださるようご配慮願います。
☆申し込み・問い合わせ先　那珂川町地域包括支援センター　☎０２８７－９６－２１６１

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

五
千
五
百
円　

㈲
益
子
建
築
・

　

㈱
関
東
フ
ー
ズ
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

代
表　

益
子
義
弘
様

○
図
書
館
へ

　

図
書
「
原
点―

勝
ち
続
け
る
組
織
作
り
」

　
　
　
　
　

郡
司
定
三
様
（
馬
頭
）

　

Ｃ
Ｄ「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
Ⅵ
」

　
　
　
　
　

大
金　

傑
様
（
健
武
）

六
千
十
五
円　

Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
大
武
酒
店

　
　
　
　
　

お
客
様
一
同

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　
　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）（
31
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　

匿
名
（
４
３
１
回
）

認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座認知症サポータ－養成講座

認知症サポータ－になろう！

どなたでも参加できる講座です

お申し込みはお電話で！日程と場所をご相談ください

海外のみなさんともうひとつの家族になってみませんか？

職場、自治会、趣味サークル、友達、ご近所さん等で利用してみませんか？

ホストファミリー＊を募集します

サポーターの証「オレンジリング」

＊「ホストファミリー」とは、
　外国人ゲストを泊めてくれるご家庭のことです。
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湧
く
雲
や
青
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は
る
か
に
尾
瀬
が
原 
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鶴
川　

良
子

夕
立
の
過
ぎ
て
再
会
村
神
楽 

久
那
瀬　
　
　
　

星　
　

健
彦

ボ
ー
ル
追
ふ
少
年
の
夢
日
焼
顔 

松　

野　
　
　
　

横
山　

義
夫

白
日
傘
人
を
待
ち
を
り
無
人
駅 

小　
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小
川
の
ぶ
子

一
村
に
向
日
葵
の
黄
の
ほ
と
ば
し
る 

吉　
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国
安　
　

薫

夕
立
や
言
訳
さ
が
す
雨
宿
り 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

※

先
月
号
の
俳
句
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

謹
ん
で
お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
熱
気
溢
れ
り
雲
の
峰 

小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

短
　

歌

た
め
池
の
水
面
を
か
く
す
水
蓮
の
葉
の
動
き
た
り
鯉
お
よ
ぐ
ら
し

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

応
援
の
婆
が
ふ
る
ま
ふ
か
き
氷
汗
は
じ
き
つ
つ
子
ら
か
ぶ
り
つ
く

 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

裏
山
の
な
だ
り
に
生
れ
し
涼
風
か
今
宵
風
鈴
ち
り
り
と
鳴
ら
す

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

反
逆
児
こ
こ
に
も
い
た
り
掻
き
回
す
卵
の
黄
身
の
ひ
と
つ
解
れ
ぬ

 

三　

輪　
　
　
　

石
澤
千
代
子

百
年
に
一
度
の
国
の
危
機
な
れ
ば
出
で
よ
平
成
の
坂
本
龍
馬

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

あ
か
ね
射
す
相
聞
も
遠
く
な
り
し
よ
と
話
し
つ
つ
友
の
発
車
音
聞
く

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

川
　

柳

雨
に
泣
き
日
照
り
に
泣
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て
い
る
農
家 

谷　

田　
　
　
　

岡
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子

閉
ざ
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れ
た
老
舗
不
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の
風
に
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き 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

ご
先
祖
の
魂
入
る
開
拓
地 

大
山
田
下
郷　
　

佐
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有
紀

職
人
の
意
地
で
狂
わ
ぬ
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箪
笥 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

沈
黙
は
そ
う
続
か
な
い
夫
婦
箸 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

こ
だ
わ
り
を
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て
れ
ば
自
分
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が
失
せ 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
大
好
き
！
が
伝
わ
る
ほ
め
方
・
叱
り
方
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
橋
大
二
／
著
（
１
万
年
堂
出
版
）

　

叱
り
方
に
悩
む
マ
マ
・
パ
パ
は
、
と
て
も
多
い
の
で
す
が
、
大
切
な
の
は
「
子
ど
も

の
叱
り
方
を
学
ぶ
前
に
、
ま
ず
ほ
め
方
を
学
ぶ
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

ほ
め
方
が
上
手
に
な
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
叱
る
こ
と
が
減
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
子

ど
も
の
上
手
な
ほ
め
方
・
叱
り
方
を
、マ
ン
ガ
や
イ
ラ
ス
ト
で
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

親
の
悩
み
に
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
も
収
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

鏑
木　

蓮
／
著
（
双
葉
社
）

　

東
京
・
下
谷
で
二
十
歳
の
予
備
校
生
、
高
村
小
夜
が
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
。
小
夜
は
京
都
か
ら
上
京
、一人
で
予
備
校
の
授
業
料
を
稼
い
で
大
学
を
目
指
す
苦

労
人
だ
っ
た
。

　

小
夜
の
殺
害
現
場
に
残
さ
れ
て
い
た
違
和
感
・
・
・
。
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

ペ
ン
ダ
ン
ト
に
着
目
し
た
目
黒
刑
事
が
、
彼
の
身
上
で
あ
る
、「
犯
人
、
被
害
者
の
心

に
寄
り
添
う
」
捜
査
を
始
め
た
。

　

せ
つ
な
く
、
美
し
く
・
・
乱
歩
賞
作
家
渾
身
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

『
き
み
は
怪
物
を
見
た
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

中
村　

計
／
著
（
講
談
社
）

　

神
様
が
仕
組
ん
だ
５
連
続
敬
遠
、「
さ
ぼ
り
の
マ
ツ
」
の
大
暴
投
、
背
番
号
13
の

「
ミ
ラ
ク
ル
」、
ケ
ガ
で
も
や
め
な
か
っ
た
全
力
疾
走
。

　

甲
子
園
で
大
き
く
成
長
し
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
と
出
会
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た

ち
は
、
勇
気
、
強
さ
、
優
し
さ
を
自
分
の
も
の
に
し
た
の
で
す
。
松
井
秀
喜
か
ら
菊
池

雄
星
ま
で
、
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
「
怪
物
」
た
ち
の
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

◇『
確
信
犯
』　

大
門
剛
明
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
』　

奥
泉　

光
／
著
（
講
談
社
）

◇『
三
千
枚
の
金
貨
』　

宮
本　

輝
／
著
（
光
文
社
）

◇『
乙
女
の
密
告
』　

赤
染
晶
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
ゆ
ん
で
め
て
』　

畠
中　

恵
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
炎
天
の
雪
』　

諸
田
玲
子
／
著
（
集
英
社
）

◇『
儲
け
す
ぎ
た
男
』　

渡
辺
房
男
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
悪
の
教
典
』　

貴
志
祐
介
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』　

大
崎
善
生
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
あ
ん
じ
ゅ
う
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
小
さ
な
ど
う
ぶ
つ
ブ
ロ
ー
チ
』　

村
上
伊
万
里
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
最
新
最
強
の
資
格
の
取
り
方
・
選
び
方
全
ガ
イ
ド
』
成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
（
成
美
堂
出
版
）

『
白
砂
』

あ

い

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
５
回
那
珂
川
町
夏
ま
つ
り

が
８
月
15
日
、
那
珂
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
那
珂
橋
上
流
河
川
敷
の
特
設

会
場
で
行
わ
れ
た
鮎
と
マ
ス
の
つ

か
み
ど
り
で
は
、
午
前
11
時
の
号

砲
と
と
も
に
親
子
連
れ
な
ど
約
４

４
０
人
が
一
斉
に
入
水
し
、
猛
暑

の
中
、
泳
ぎ
回
る
魚
相
手
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
魚

を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
鮎
大
橋
上
流
の
主
会

場
で
は
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
の

華
麗
な
衣
装
の
「
ゆ
め
っ
こ
」
に

よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
那
珂
川
踊

り
に
続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん

の
喝
采
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
は
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
３
０
６

０
発
の
花
火
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
夏
ま
つ
り
多
彩
な
催
し
に
１
万
５
千
人

夏休み  愛荘町の中学生や神奈川の高校生が来町し、町民と交流
　中学生姉妹都市交流事業として、那珂川町と姉妹都
市である愛荘町（滋賀県）から、中学１年生５名（愛知
中学３名、秦荘中学２名）が引率の先生らとともに８
月18日に来町し、３泊４日の日程で、当町の中学１年
生10名（馬頭中学５名、小川中学５名）と互いの学校
活動を紹介したり、町特産のそば打ちや小砂焼き体験
を通じて交流を深めました。

　神奈川県の総合学科で学ぶ高校生14名が、那珂川
町の文化と自然を学ぶため、８月３日から３泊４日の
日程で来町しました。高校生の皆さんは、その間、
ホームスティで町民との交流を深めたり、馬頭高校の
生徒と一緒に間伐作業などの都会で味わえない貴重な
体験をするなど、里山での生活を満喫していました。
　また、最後にワークショップとして、地産食材を
使って料理のレシピを開発、実際に調理し、交流事業
の成果を発表しました。

そば打ち体験そば打ち体験そば打ち体験
間伐作業間伐作業間伐作業

武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験小砂焼き体験小砂焼き体験小砂焼き体験



11 広報なかがわ　平成22年９月10日 10広報なかがわ　平成22年９月10日

芸
文
報
広

俳
　

句

湧
く
雲
や
青
嶺
は
る
か
に
尾
瀬
が
原 

松　

野　
　
　
　

鶴
川　

良
子

夕
立
の
過
ぎ
て
再
会
村
神
楽 

久
那
瀬　
　
　
　

星　
　

健
彦

ボ
ー
ル
追
ふ
少
年
の
夢
日
焼
顔 

松　

野　
　
　
　

横
山　

義
夫

白
日
傘
人
を
待
ち
を
り
無
人
駅 

小　

川　
　
　
　

小
川
の
ぶ
子

一
村
に
向
日
葵
の
黄
の
ほ
と
ば
し
る 

吉　

田　
　
　
　

国
安　
　

薫

夕
立
や
言
訳
さ
が
す
雨
宿
り 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

※

先
月
号
の
俳
句
の
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

謹
ん
で
お
詫
び
の
上
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
の
熱
気
溢
れ
り
雲
の
峰 
小　

砂　
　
　
　

藤
田　

マ
ス

短
　

歌

た
め
池
の
水
面
を
か
く
す
水
蓮
の
葉
の
動
き
た
り
鯉
お
よ
ぐ
ら
し

 

盛　

泉　
　
　
　

佐
藤　
　

茂

応
援
の
婆
が
ふ
る
ま
ふ
か
き
氷
汗
は
じ
き
つ
つ
子
ら
か
ぶ
り
つ
く

 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

文
代

裏
山
の
な
だ
り
に
生
れ
し
涼
風
か
今
宵
風
鈴
ち
り
り
と
鳴
ら
す

 

馬　

頭　
　
　
　

西
宮　

定
子

反
逆
児
こ
こ
に
も
い
た
り
掻
き
回
す
卵
の
黄
身
の
ひ
と
つ
解
れ
ぬ

 

三　

輪　
　
　
　

石
澤
千
代
子

百
年
に
一
度
の
国
の
危
機
な
れ
ば
出
で
よ
平
成
の
坂
本
龍
馬

 

小　

川　
　
　
　

吾
妻　

洋
子

あ
か
ね
射
す
相
聞
も
遠
く
な
り
し
よ
と
話
し
つ
つ
友
の
発
車
音
聞
く

 

吉　

田　
　
　
　

塚
原　

タ
イ

川
　

柳

雨
に
泣
き
日
照
り
に
泣
い
て
い
る
農
家 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

閉
ざ
さ
れ
た
老
舗
不
況
の
風
に
泣
き 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

ご
先
祖
の
魂
入
る
開
拓
地 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

職
人
の
意
地
で
狂
わ
ぬ
古
箪
笥 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

沈
黙
は
そ
う
続
か
な
い
夫
婦
箸 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

こ
だ
わ
り
を
捨
て
れ
ば
自
分
色
が
失
せ 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
大
好
き
！
が
伝
わ
る
ほ
め
方
・
叱
り
方
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
橋
大
二
／
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叱
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に
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で
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切
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子
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叱
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方
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ま
ず
ほ
め
方
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る
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す
。
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だ
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叱
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と
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す
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具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
。

親
の
悩
み
に
答
え
る
Ｑ
＆
Ａ
も
収
録
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

鏑
木　

蓮
／
著
（
双
葉
社
）

　

東
京
・
下
谷
で
二
十
歳
の
予
備
校
生
、
高
村
小
夜
が
何
者
か
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
。
小
夜
は
京
都
か
ら
上
京
、一人
で
予
備
校
の
授
業
料
を
稼
い
で
大
学
を
目
指
す
苦

労
人
だ
っ
た
。

　

小
夜
の
殺
害
現
場
に
残
さ
れ
て
い
た
違
和
感
・
・
・
。
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
ら
れ
て
い
た

ペ
ン
ダ
ン
ト
に
着
目
し
た
目
黒
刑
事
が
、
彼
の
身
上
で
あ
る
、「
犯
人
、
被
害
者
の
心

に
寄
り
添
う
」
捜
査
を
始
め
た
。

　

せ
つ
な
く
、
美
し
く
・
・
乱
歩
賞
作
家
渾
身
の
ミ
ス
テ
リ
ー
。

『
き
み
は
怪
物
を
見
た
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

中
村　

計
／
著
（
講
談
社
）

　

神
様
が
仕
組
ん
だ
５
連
続
敬
遠
、「
さ
ぼ
り
の
マ
ツ
」
の
大
暴
投
、
背
番
号
13
の

「
ミ
ラ
ク
ル
」、
ケ
ガ
で
も
や
め
な
か
っ
た
全
力
疾
走
。

　

甲
子
園
で
大
き
く
成
長
し
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自
分
と
出
会
っ
た
ヒ
ー
ロ
ー
た

ち
は
、
勇
気
、
強
さ
、
優
し
さ
を
自
分
の
も
の
に
し
た
の
で
す
。
松
井
秀
喜
か
ら
菊
池

雄
星
ま
で
、
甲
子
園
を
沸
か
せ
た
「
怪
物
」
た
ち
の
感
動
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
。

◇『
確
信
犯
』　

大
門
剛
明
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
シ
ュ
ー
マ
ン
の
指
』　

奥
泉　

光
／
著
（
講
談
社
）

◇『
三
千
枚
の
金
貨
』　

宮
本　

輝
／
著
（
光
文
社
）

◇『
乙
女
の
密
告
』　

赤
染
晶
子
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
ゆ
ん
で
め
て
』　

畠
中　

恵
／
著
（
新
潮
社
）

◇『
炎
天
の
雪
』　

諸
田
玲
子
／
著
（
集
英
社
）

◇『
儲
け
す
ぎ
た
男
』　

渡
辺
房
男
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
悪
の
教
典
』　

貴
志
祐
介
／
著
（
文
芸
春
秋
）

◇『
ラ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』　

大
崎
善
生
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
あ
ん
じ
ゅ
う
』　

宮
部
み
ゆ
き
／
著
（
中
央
公
論
新
社
）

◇『
小
さ
な
ど
う
ぶ
つ
ブ
ロ
ー
チ
』　

村
上
伊
万
里
／
著
（
文
化
学
園
文
化
出
版
局
）

◇『
最
新
最
強
の
資
格
の
取
り
方
・
選
び
方
全
ガ
イ
ド
』
成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
（
成
美
堂
出
版
）

『
白
砂
』

あ

い

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
第
５
回
那
珂
川
町
夏
ま
つ
り

が
８
月
15
日
、
那
珂
川
河
川
敷
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
那
珂
橋
上
流
河
川
敷
の
特
設

会
場
で
行
わ
れ
た
鮎
と
マ
ス
の
つ

か
み
ど
り
で
は
、
午
前
11
時
の
号

砲
と
と
も
に
親
子
連
れ
な
ど
約
４

４
０
人
が
一
斉
に
入
水
し
、
猛
暑

の
中
、
泳
ぎ
回
る
魚
相
手
に
悪
戦

苦
闘
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
魚

を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
鮎
大
橋
上
流
の
主
会

場
で
は
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
の

華
麗
な
衣
装
の
「
ゆ
め
っ
こ
」
に

よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
那
珂
川
踊

り
に
続
き
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
の
演

奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん

の
喝
采
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
７
時
30
分
か
ら
は
、
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
夏
の
夜
空
を
彩
る
３
０
６

０
発
の
花
火
に
大
き
な
歓
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

那
珂
川
町
夏
ま
つ
り
多
彩
な
催
し
に
１
万
５
千
人

夏休み  愛荘町の中学生や神奈川の高校生が来町し、町民と交流
　中学生姉妹都市交流事業として、那珂川町と姉妹都
市である愛荘町（滋賀県）から、中学１年生５名（愛知
中学３名、秦荘中学２名）が引率の先生らとともに８
月18日に来町し、３泊４日の日程で、当町の中学１年
生10名（馬頭中学５名、小川中学５名）と互いの学校
活動を紹介したり、町特産のそば打ちや小砂焼き体験
を通じて交流を深めました。

　神奈川県の総合学科で学ぶ高校生14名が、那珂川
町の文化と自然を学ぶため、８月３日から３泊４日の
日程で来町しました。高校生の皆さんは、その間、
ホームスティで町民との交流を深めたり、馬頭高校の
生徒と一緒に間伐作業などの都会で味わえない貴重な
体験をするなど、里山での生活を満喫していました。
　また、最後にワークショップとして、地産食材を
使って料理のレシピを開発、実際に調理し、交流事業
の成果を発表しました。

そば打ち体験そば打ち体験そば打ち体験
間伐作業間伐作業間伐作業

武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験武茂川での川遊びを体験小砂焼き体験小砂焼き体験小砂焼き体験
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良
い
睡
眠
で
心
と

か
ら
だ
に
休
養
を
！

■
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
た
ら
地

球
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

オ
ゾ
ン
層
は
、
地
上
か
ら
10
〜

50
㎞
上
空
で
地
球
を
包
ん
で
い
ま

す
。
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
、

地
上
に
届
く
有
害
な
紫
外
線
が
増

え
、
人
間
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
し

た
り
、
植
物
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

生
育
に
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
は
、
冷

蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
「
フ
ロ
ン
」
と
い
う
化
学

物
質
を
大
量
に
空
気
中
に
放
出
す

る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
防
ぐ
に
は
、

フ
ロ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
製
品
を

使
う
こ
と
や
フ
ロ
ン
の
回
収
に
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
海
の
環
境
を
守
る
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
海

に
捨
て
ら
れ
る
廃
棄
物
の
数
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漂

流
・
漂
着
ゴ
ミ
に
よ
る
環
境
・
景

観
の
悪
化
、
船
の
安
全
運
航
や
漁

業
へ
の
被
害
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
に
は
、

捨
て
る
人
が
出
な
い
よ
う
に
、
規

制
や
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
中

国
や
ロ
シ
ア
な
ど
近
い
国
と
協
力

し
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
森
林
が
減
っ
て
い
る
！

　

毎
年
、
世
界
の
森
林
は
日
本
の

国
土
の
約
20
％
に
当
た
る
７
３
０

万
ha
減
っ
て
い
ま
す
。
温
帯
林
で

増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
熱
帯
林
は
急
速
に
減
っ
て
い

ま
す
。

　

世
界
の
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、

世
界
に
お
け
る
持
続
可
能
な
森
林

経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
機
関
等
へ
参

画
・
貢
献
を
行
い
、
開
発
途
上
国

等
へ
の
技
術
・
資
金
協
力
等
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

７
月
号
の
広
報
で
太
陽
光
発
電

等
設
備
導
入
事
業
費
補
助
金
申
請

受
付
の
一
時
中
止
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
９
月
議
会
に
お
い
て
、

補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、

９
月
９
日
以
降
、
受
付
を
再
開
し

ま
す
。

　

補
助
金
を
利
用
し
て
設
備
を
導

入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ま

に
は
、
お
待
た
せ
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
利
用
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

・
太
陽
光
発
電　

１
kW
当
た
り

４
万
円
（
上
限
16
万
円
）

・
高
効
率
給
湯
器　

CO2
冷
却
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）

５
万
円

・
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
・
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）

２
万
円

・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ

ウ
ィ
ル
）
５
万
円

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

地球環境の保全のために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

環境について考えよう⑤

　町では、下記の箇所において道路の舗装修繕工事を実施
しております。
　近隣の皆さまや通行する皆さまには、大変ご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。
　○工事箇所　那珂川町小川緑町地内　（町道恩田線）
　○工事区間　L=322.0m
　　（国道294号小川支所西交差点～小川中学校正門）
　○工事期間　平成22年８月30日～平成22年11月３日
　○問い合わせ　建設課土木建築係 ☎ 0287－92－1118 ※町営住宅の家賃は所得に応じて、決定します。

募集期間：９月15日（水）～ 30日（木）
そ　の　他：申込方法、入居資格等の詳細は、
　　　　　お問い合わせください。
　※町有住宅「サン・コーポラス馬頭」は、
　　随時募集中です。
問い合わせ　建設課管理係　
　　　　　　☎0287－92－1118

《道路工事のお知らせ》 町営住宅等入居者募集のお知らせ

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
睡
眠
に
対

し
て
様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き

ま
す
。

　

睡
眠
時
間
が
短
い
か
ら
不
眠
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

中
に
眠
く
な
ら
ず
元
気
に
活
動
で

き
た
ら
、
短
く
て
も
質
の
良
い
睡

眠
を
と
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

・
夕
方
早
く
眠
く
な
り
、
朝
早
く

　

目
が
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く

　

る
。

・
睡
眠
が
浅
く
な
る
。 

・
床
に
入
っ
て
か
ら
寝
つ
く
ま
で

　

の
時
間
が
長
く
な
る
。

・
昼
間
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が
多

　

く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
に
変
化
が
起
こ
る
た
め
、
睡

眠
に
対
し
て
不
安
な
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
加
齢
に
と
も

な
う
通
常
の
現
象
で
す
が
、
不
眠

感
が
強
い
場
合
は
、
う
つ
な
ど
何

ら
か
の
病
気
が
原
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
か

　

良
い
睡
眠
を
得
る
た
め
の
、
一

日
の
生
活
リ
ズ
ム
で
注
意
し
た
い

点
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

朝・
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る
。

・
朝
、
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
浴

　

び
て
、
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を
整

　

え
る
。

・
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

昼・
家
事
や
趣
味
な
ど
活
発
に
活
動

　

す
る
。

・
午
後
１
時
〜
３
時
の
間
に
30
分

以
内
の
軽
い
昼
寝
を
す
る
。

（
脳
の
疲
労
回
復
に
役
立
ち
認
知

症
予
防
に
効
果
的
。

た
だ
し
一
時
間

以
上
の
昼
寝
は

逆
に
認
知
症
の

危
険
度
を
増
す

こ
と
に
な
る
の

で
要
注
意
）

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

高
齢
期
に
な
る
と
変
化
す
る

睡
眠
の
特
徴

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
良
い

睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間

に
起
床
、
決
ま
っ
た
時
間
に
床
に

つ
き
、
三
食
規
則
正
し
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。

夕・
夕
食
は
、
腹
八
分
目
を
心
が
け

　

よ
う
。

・
午
後
５
時
頃
に
30
分
程
度
の
軽

　

い
運
動
を
す
る
。

・
夕
食
か
ら
就

　

寝
ま
で
に
居

　

眠
り
は
し
な

　

い
。

夜・
入
浴
は
38
度
〜
40
度
の
ぬ
る
め

　

の
お
湯
で
ゆ
っ
く
り
つ
か
ろ
う
。

（
熱
い
湯
に
つ
か
る
と
血
圧
が
急

　

に
上
が
る
の
で
要
注
意
）

・
ア
ル
コ
ー
ル

　

や
カ
フ
ェ
イ

　

ン
入
り
の
飲

　

み
物
は
控
え

　

よ
う
。

子育て支援センター

わかあゆわかあゆわかあゆ
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

利用日時：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　「これよんで！」とお子さんが絵本を持ってきたら、
ちょっと抱き寄せて、読んであげてはいかがでしょうか？
　親子触れ合いのひと時になるのではないでしょうか！

　　 ☆さんぽにいこう☆
10月13日（水） 10：00～
秋の河川敷をお友達と一緒に歩いてみませんか？
飲み物、おやつを少々お持ちください。
　申し込みは、10月８日（金）までです。

☆運動会に参加しよう☆
９月25日（土）９：30～
　わかあゆ保育園の運動会に参加して、
かけっこをしてみませんか？
　ひとりで走れない子は、お母さんと一
緒に走っても大丈夫ですよ！
　時間に遅れないでくださいね！
待ってまーす！

絵本の読み聞かせをしてみませんか？

☎0287－96－5223

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入
事

業
費
補
助
金
の
申
請
受
付
を

再
開
し
ま
す

区分 住 宅 名 間取り 入居時家賃（円）部屋番号

清　流 １－７ ２ＤＫ 7,900
～ 11,800

9,900
～ 14,800

47,000

３ＤＫ

３ＤＫ

１－４

6号室

古　館

ゆりがね
ハイツ

町営

町有

至大田原市 那珂川町役場
小川庁舎

至那須烏山市至大金

294

294

小
川
中
学
校

至
さ
く
ら
市

至
馬
頭
市
街
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良
い
睡
眠
で
心
と

か
ら
だ
に
休
養
を
！

■
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
た
ら
地

球
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

オ
ゾ
ン
層
は
、
地
上
か
ら
10
〜

50
㎞
上
空
で
地
球
を
包
ん
で
い
ま

す
。
オ
ゾ
ン
層
が
破
壊
さ
れ
る
と
、

地
上
に
届
く
有
害
な
紫
外
線
が
増

え
、
人
間
の
健
康
に
害
を
及
ぼ
し

た
り
、
植
物
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

生
育
に
害
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
破
壊
の
原
因
は
、
冷

蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
「
フ
ロ
ン
」
と
い
う
化
学

物
質
を
大
量
に
空
気
中
に
放
出
す

る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
防
ぐ
に
は
、

フ
ロ
ン
を
使
っ
て
い
な
い
製
品
を

使
う
こ
と
や
フ
ロ
ン
の
回
収
に
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
海
の
環
境
を
守
る
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
？

　

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
、
海

に
捨
て
ら
れ
る
廃
棄
物
の
数
が

年
々
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
漂

流
・
漂
着
ゴ
ミ
に
よ
る
環
境
・
景

観
の
悪
化
、
船
の
安
全
運
航
や
漁

業
へ
の
被
害
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

海
洋
汚
染
防
止
の
た
め
に
は
、

捨
て
る
人
が
出
な
い
よ
う
に
、
規

制
や
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、
中

国
や
ロ
シ
ア
な
ど
近
い
国
と
協
力

し
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。

■
森
林
が
減
っ
て
い
る
！

　

毎
年
、
世
界
の
森
林
は
日
本
の

国
土
の
約
20
％
に
当
た
る
７
３
０

万
ha
減
っ
て
い
ま
す
。
温
帯
林
で

増
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
熱
帯
林
は
急
速
に
減
っ
て
い

ま
す
。

　

世
界
の
森
林
を
守
る
た
め
に
は
、

世
界
に
お
け
る
持
続
可
能
な
森
林

経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
た
め
、
国
際
機
関
等
へ
参

画
・
貢
献
を
行
い
、
開
発
途
上
国

等
へ
の
技
術
・
資
金
協
力
等
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

７
月
号
の
広
報
で
太
陽
光
発
電

等
設
備
導
入
事
業
費
補
助
金
申
請

受
付
の
一
時
中
止
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
９
月
議
会
に
お
い
て
、

補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
の
で
、

９
月
９
日
以
降
、
受
付
を
再
開
し

ま
す
。

　

補
助
金
を
利
用
し
て
設
備
を
導

入
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
皆
さ
ま

に
は
、
お
待
た
せ
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
利
用
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

・
太
陽
光
発
電　

１
kW
当
た
り

４
万
円
（
上
限
16
万
円
）

・
高
効
率
給
湯
器　

CO2
冷
却
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）

５
万
円

・
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
（
エ
コ

ジ
ョ
ー
ズ
・
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）

２
万
円

・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器
（
エ
コ

ウ
ィ
ル
）
５
万
円

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

地球環境の保全のために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

環境について考えよう⑤

　町では、下記の箇所において道路の舗装修繕工事を実施
しております。
　近隣の皆さまや通行する皆さまには、大変ご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。
　○工事箇所　那珂川町小川緑町地内　（町道恩田線）
　○工事区間　L=322.0m
　　（国道294号小川支所西交差点～小川中学校正門）
　○工事期間　平成22年８月30日～平成22年11月３日
　○問い合わせ　建設課土木建築係 ☎ 0287－92－1118 ※町営住宅の家賃は所得に応じて、決定します。

募集期間：９月15日（水）～ 30日（木）
そ　の　他：申込方法、入居資格等の詳細は、
　　　　　お問い合わせください。
　※町有住宅「サン・コーポラス馬頭」は、
　　随時募集中です。
問い合わせ　建設課管理係　
　　　　　　☎0287－92－1118

《道路工事のお知らせ》 町営住宅等入居者募集のお知らせ

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
睡
眠
に
対

し
て
様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
て
き

ま
す
。

　

睡
眠
時
間
が
短
い
か
ら
不
眠
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

中
に
眠
く
な
ら
ず
元
気
に
活
動
で

き
た
ら
、
短
く
て
も
質
の
良
い
睡

眠
を
と
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

・
夕
方
早
く
眠
く
な
り
、
朝
早
く

　

目
が
覚
め
る
よ
う
に
な
っ
て
く

　

る
。

・
睡
眠
が
浅
く
な
る
。 

・
床
に
入
っ
て
か
ら
寝
つ
く
ま
で

　

の
時
間
が
長
く
な
る
。

・
昼
間
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が
多

　

く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
睡
眠
と
覚
醒
の
リ

ズ
ム
に
変
化
が
起
こ
る
た
め
、
睡

眠
に
対
し
て
不
安
な
気
持
ち
を

持
っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
は
加
齢
に
と
も

な
う
通
常
の
現
象
で
す
が
、
不
眠

感
が
強
い
場
合
は
、
う
つ
な
ど
何

ら
か
の
病
気
が
原
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
か

　

良
い
睡
眠
を
得
る
た
め
の
、
一

日
の
生
活
リ
ズ
ム
で
注
意
し
た
い

点
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

朝・
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る
。

・
朝
、
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
浴

　

び
て
、
か
ら
だ
の
リ
ズ
ム
を
整

　

え
る
。

・
朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
。

昼・
家
事
や
趣
味
な
ど
活
発
に
活
動

　

す
る
。

・
午
後
１
時
〜
３
時
の
間
に
30
分

以
内
の
軽
い
昼
寝
を
す
る
。

（
脳
の
疲
労
回
復
に
役
立
ち
認
知

症
予
防
に
効
果
的
。

た
だ
し
一
時
間

以
上
の
昼
寝
は

逆
に
認
知
症
の

危
険
度
を
増
す

こ
と
に
な
る
の

で
要
注
意
）

か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

高
齢
期
に
な
る
と
変
化
す
る

睡
眠
の
特
徴

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
良
い

睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
た
め
に

も
、
で
き
る
だ
け
決
ま
っ
た
時
間

に
起
床
、
決
ま
っ
た
時
間
に
床
に

つ
き
、
三
食
規
則
正
し
く
食
べ
ま

し
ょ
う
。

夕・
夕
食
は
、
腹
八
分
目
を
心
が
け

　

よ
う
。

・
午
後
５
時
頃
に
30
分
程
度
の
軽

　

い
運
動
を
す
る
。

・
夕
食
か
ら
就

　

寝
ま
で
に
居

　

眠
り
は
し
な

　

い
。

夜・
入
浴
は
38
度
〜
40
度
の
ぬ
る
め

　

の
お
湯
で
ゆ
っ
く
り
つ
か
ろ
う
。

（
熱
い
湯
に
つ
か
る
と
血
圧
が
急

　

に
上
が
る
の
で
要
注
意
）

・
ア
ル
コ
ー
ル

　

や
カ
フ
ェ
イ

　

ン
入
り
の
飲

　

み
物
は
控
え

　

よ
う
。

子育て支援センター

わかあゆわかあゆわかあゆ
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

利用日時：　月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　「これよんで！」とお子さんが絵本を持ってきたら、
ちょっと抱き寄せて、読んであげてはいかがでしょうか？
　親子触れ合いのひと時になるのではないでしょうか！

　　 ☆さんぽにいこう☆
10月13日（水） 10：00～
秋の河川敷をお友達と一緒に歩いてみませんか？
飲み物、おやつを少々お持ちください。
　申し込みは、10月８日（金）までです。

☆運動会に参加しよう☆
９月25日（土）９：30～
　わかあゆ保育園の運動会に参加して、
かけっこをしてみませんか？
　ひとりで走れない子は、お母さんと一
緒に走っても大丈夫ですよ！
　時間に遅れないでくださいね！
待ってまーす！

絵本の読み聞かせをしてみませんか？

☎0287－96－5223

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入
事

業
費
補
助
金
の
申
請
受
付
を

再
開
し
ま
す

区分 住 宅 名 間取り 入居時家賃（円）部屋番号

清　流 １－７ ２ＤＫ 7,900
～ 11,800

9,900
～ 14,800

47,000

３ＤＫ

３ＤＫ

１－４

6号室

古　館

ゆりがね
ハイツ

町営

町有

至大田原市 那珂川町役場
小川庁舎

至那須烏山市至大金

294

294

小
川
中
学
校

至
さ
く
ら
市

至
馬
頭
市
街
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鈴
木
ツ
マ
さ
ん
（
富
山
）
が
８
月
24
日

に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大
金
町
長
か
ら
お

祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
昔
か
ら
百
姓
を
や
っ
て

い
て
、
93
歳
く
ら
い
ま
で
は
畑
仕
事
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
小
豆
を

作
っ
て
、
そ
の
小
豆
を
使
っ
た
手
作
り
の

よ
う
か
ん
を
み
ん
な
に
食
べ
さ
せ
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

性
格
は
几
帳
面
で
、
出
か
け
る
時
に
着

て
い
く
服
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ぐ
に
分

か
る
そ
う
で
す
。

　

丈
夫
で
今
も
元
気
な
秘
訣
は
、
好
き
嫌

い
を
せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

　

８
月
８
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
町

内
の
小
学
生
25
名
が
参
加
し
、
川
遊
び
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
自
然
を
体
験
す
る
自
然

体
験
活
動
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ　

サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
馬
頭
高
校
水
産
科
の
協

力
の
も
と
川
の
安
全
講
習
を
開
催
。
武
茂

川
を
中
心
に
川
流
れ
や
飛
び
込
み
な
ど
体

験
し
た
子
ど
も
達
は
、「
川
に
は
魚
が

い
っ
ぱ
い
い
た
」「
思
っ
た
よ
り
も
川
の

流
れ
が
は
や
く
て
驚
い
た
」「
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
し
で
は
、
川
で
遊
ん
で
は

い
け
な
い
」
な
ど
と
３
日
間
の
キ
ャ
ン
プ

の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
き
い
き
と
語
り
、

み
な
さ
ん
元
気
に
夏
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

８
月
21
日
、
浄
法
寺
公
民
館
で
地
元
住

民
と
国
士
館
大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
国
士
館
大
学
で
考

古
・
日
本
史
学
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
た

ち
が
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
地
元
で
発
掘

調
査
を
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
６
年
前

か
ら
実
施
、
今
年
は
浄
法
寺
環
境
保
全
委

員
会
が
管
理
し
て
い
る
コ
ス
モ
ス
畑
を
地

元
の
方
と
一
緒
に
除
草
し
た
後
、
み
ん
な

で
流
し
ソ
ー
メ
ン
や
い
の
し
し
肉
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
を
食
べ
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
年
目
の
同
大
学
院
生
の
新
井

泰
介
さ
ん
は
「
一
年
ぶ
り
に
再
会
出
来
て

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
来
ま

す
」
と
笑
顔
で
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

を
中
心
に
全
国
統
一
運
動
と
し
て
同
日
同

時
刻
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
、
郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
な
ど
、
町
内
の

団
体
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
の
高
野
祐
治
部
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
道
の
駅
ば
と
う
か
ら
リ
オ
ン

ド
ー
ル
ま
で
の
区
間
を
、
班
ご
と
に
分
か

れ
て
、
道
路
周
辺
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
歩
道
や
そ
の
周

辺
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
１
つ
１
つ
丁

寧
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

鈴
木
ツ
マ
さ
ん　

祝
１
０
０
歳

小
学
生
が
川
の
自
然
を
満
喫

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

国
士
舘
大
生
と
の
交
流
会

　

７
月
30
日
、
那
珂
川
町
温
泉
ト
ラ
フ
グ

研
究
会
主
催
の
温
泉
ト
ラ
フ
グ
試
食
会
が

グ
リ
ー
ン
パ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
の
野
口
勝
明
代
表
か
ら
は

「
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
３
年
目
。
や
っ

と
口
に
合
う
ト
ラ
フ
グ
が
出
来
ま
し
た
」

と
自
信
に
満
ち
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
須

藤
揮
一
郎
県
副
知
事
か
ら
は
「
海
の
無
い

県
で
の
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
。
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
出
来
、
非
常
に
楽

し
み
で
す
」
と
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
良
を
重
ね
た
結
果
、「
味
も
歯
ご
た

え
も
天
然
も
の
と
遜
色
が
無
い
」
と
皆
さ

ん
か
ら
太
鼓
判
を
得
た
温
泉
ト
ラ
フ
グ
は
、

い
よ
い
よ
今
年
か
ら
町
特
産
品
と
し
て
各

地
へ
出
荷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
、
下
芳
井
ほ
た
る
の
会
で
は
、

農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
の
生
き
も
の

観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
と
ち
ぎ
の
生
き
も
の
調

査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
さ
ん
か
ら
「
暑

い
日
中
は
、
草
む
ら
の
影
に
生
物
は
隠
れ

て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
捕
獲
し
て
く
だ

さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、
早
速
、
用
水
路
に
入
る
と
サ
デ

網
な
ど
使
っ
て
、
ガ
サ
コ
ソ
と
草
む
ら
を

漁
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ガ
メ
や
ヤ
ゴ
な
ど
の
水
生
昆
虫
、
カ

エ
ル
や
ザ
リ
ガ
ニ
の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き

続
き
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
が
見
つ
か
る
な
ど
26

種
類
の
生
物
を
今
年
も
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
捕
ま
っ
た
生
物
は
地
元
の

ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
し
、
引
き
続
き
観
察
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
馬
頭
高
校
で
新
制
服
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
中
学
生

を
対
象
に
し
た
一
日
体
験
学
習
の
中
で
行

わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
夏
服
や
冬
服
な

ど
を
着
た
生
徒
が
実
際
に
新
制
服
を
着
て
、

披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
服
は
、
来
年
度
の
新
１
年
生
か

ら
着
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
、
実
際
に
新

制
服
を
着
て
み
た
生
徒
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
ピ
ン
ク
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
か
わ
い
い

し
、
ウ
エ
ス
ト
の
部
分
が
き
ゅ
っ
と
締

ま
っ
て
細
く
見
え
て
、
と
て
も
い
い
感
じ

で
す
。」
と
着
心
地
は
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

　

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
栃

木
県
大
会
に
お
い
て
、
走
り
幅
跳
び
で
見

事
２
位
と
な
り
、
第
38
回
関
東
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

荒
井
の
ぼ
る
さ
ん
（
馬
頭
中
３
年
）
が
、

８
月
６
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
大
金
町
長

か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
金
町
長
は
、「
暑
い
の
で
、
熱
中
症
に

注
意
し
て
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
は
、
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
で
８
月
10
日
に
開

催
さ
れ
、
荒
井
選
手
は
、
健
闘
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

温
泉
ト
ラ
フ
グ
試
食
会

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
観
察
会

関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
激
励
会

新
制
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

左側 1人目が荒井のぼるさん左側 1人目が荒井のぼるさん左側 1人目が荒井のぼるさん
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鈴
木
ツ
マ
さ
ん
（
富
山
）
が
８
月
24
日

に
１
０
０
歳
を
迎
え
、
大
金
町
長
か
ら
お

祝
い
金
と
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
昔
か
ら
百
姓
を
や
っ
て

い
て
、
93
歳
く
ら
い
ま
で
は
畑
仕
事
を

や
っ
て
い
ま
し
た
。
中
で
も
、
小
豆
を

作
っ
て
、
そ
の
小
豆
を
使
っ
た
手
作
り
の

よ
う
か
ん
を
み
ん
な
に
食
べ
さ
せ
る
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

性
格
は
几
帳
面
で
、
出
か
け
る
時
に
着

て
い
く
服
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
す
ぐ
に
分

か
る
そ
う
で
す
。

　

丈
夫
で
今
も
元
気
な
秘
訣
は
、
好
き
嫌

い
を
せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

　

８
月
８
日
か
ら
２
泊
３
日
の
日
程
で
町

内
の
小
学
生
25
名
が
参
加
し
、
川
遊
び
や

キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
自
然
を
体
験
す
る
自
然

体
験
活
動
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ　

サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
で
は
、
馬
頭
高
校
水
産
科
の
協

力
の
も
と
川
の
安
全
講
習
を
開
催
。
武
茂

川
を
中
心
に
川
流
れ
や
飛
び
込
み
な
ど
体

験
し
た
子
ど
も
達
は
、「
川
に
は
魚
が

い
っ
ぱ
い
い
た
」「
思
っ
た
よ
り
も
川
の

流
れ
が
は
や
く
て
驚
い
た
」「
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
し
で
は
、
川
で
遊
ん
で
は

い
け
な
い
」
な
ど
と
３
日
間
の
キ
ャ
ン
プ

の
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
き
い
き
と
語
り
、

み
な
さ
ん
元
気
に
夏
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

８
月
21
日
、
浄
法
寺
公
民
館
で
地
元
住

民
と
国
士
館
大
学
の
学
生
と
の
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
国
士
館
大
学
で
考

古
・
日
本
史
学
を
専
攻
し
て
い
る
学
生
た

ち
が
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
地
元
で
発
掘

調
査
を
し
て
い
た
こ
と
が
縁
で
、
６
年
前

か
ら
実
施
、
今
年
は
浄
法
寺
環
境
保
全
委

員
会
が
管
理
し
て
い
る
コ
ス
モ
ス
畑
を
地

元
の
方
と
一
緒
に
除
草
し
た
後
、
み
ん
な

で
流
し
ソ
ー
メ
ン
や
い
の
し
し
肉
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
を
食
べ
、
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
年
目
の
同
大
学
院
生
の
新
井

泰
介
さ
ん
は
「
一
年
ぶ
り
に
再
会
出
来
て

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
も
来
ま

す
」
と
笑
顔
で
述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
、
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会

を
中
心
に
全
国
統
一
運
動
と
し
て
同
日
同

時
刻
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、

今
回
は
、
郵
便
局
や
Ｊ
Ａ
な
ど
、
町
内
の

団
体
か
ら
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
青
年
部
の
高
野
祐
治
部
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
道
の
駅
ば
と
う
か
ら
リ
オ
ン

ド
ー
ル
ま
で
の
区
間
を
、
班
ご
と
に
分
か

れ
て
、
道
路
周
辺
な
ど
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
歩
道
や
そ
の
周

辺
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
１
つ
１
つ
丁

寧
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

鈴
木
ツ
マ
さ
ん　

祝
１
０
０
歳

小
学
生
が
川
の
自
然
を
満
喫

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

国
士
舘
大
生
と
の
交
流
会

　

７
月
30
日
、
那
珂
川
町
温
泉
ト
ラ
フ
グ

研
究
会
主
催
の
温
泉
ト
ラ
フ
グ
試
食
会
が

グ
リ
ー
ン
パ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
の
野
口
勝
明
代
表
か
ら
は

「
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
３
年
目
。
や
っ

と
口
に
合
う
ト
ラ
フ
グ
が
出
来
ま
し
た
」

と
自
信
に
満
ち
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
須

藤
揮
一
郎
県
副
知
事
か
ら
は
「
海
の
無
い

県
で
の
ト
ラ
フ
グ
の
養
殖
。
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
出
来
、
非
常
に
楽

し
み
で
す
」
と
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

改
良
を
重
ね
た
結
果
、「
味
も
歯
ご
た

え
も
天
然
も
の
と
遜
色
が
無
い
」
と
皆
さ

ん
か
ら
太
鼓
判
を
得
た
温
泉
ト
ラ
フ
グ
は
、

い
よ
い
よ
今
年
か
ら
町
特
産
品
と
し
て
各

地
へ
出
荷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
、
下
芳
井
ほ
た
る
の
会
で
は
、

農
地
水
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
一
環

と
し
て
、
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
の
生
き
も
の

観
察
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

水
土
里
ネ
ッ
ト
と
ち
ぎ
の
生
き
も
の
調

査
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
さ
ん
か
ら
「
暑

い
日
中
は
、
草
む
ら
の
影
に
生
物
は
隠
れ

て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
捕
獲
し
て
く
だ

さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
は
、
早
速
、
用
水
路
に
入
る
と
サ
デ

網
な
ど
使
っ
て
、
ガ
サ
コ
ソ
と
草
む
ら
を

漁
っ
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ガ
メ
や
ヤ
ゴ
な
ど
の
水
生
昆
虫
、
カ

エ
ル
や
ザ
リ
ガ
ニ
の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き

続
き
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
が
見
つ
か
る
な
ど
26

種
類
の
生
物
を
今
年
も
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
捕
ま
っ
た
生
物
は
地
元
の

ビ
オ
ト
ー
プ
に
放
し
、
引
き
続
き
観
察
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
、
馬
頭
高
校
で
新
制
服
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
は
、
中
学
生

を
対
象
に
し
た
一
日
体
験
学
習
の
中
で
行

わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
夏
服
や
冬
服
な

ど
を
着
た
生
徒
が
実
際
に
新
制
服
を
着
て
、

披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
服
は
、
来
年
度
の
新
１
年
生
か

ら
着
る
こ
と
に
な
る
そ
う
で
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
、
実
際
に
新

制
服
を
着
て
み
た
生
徒
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
ピ
ン
ク
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
か
わ
い
い

し
、
ウ
エ
ス
ト
の
部
分
が
き
ゅ
っ
と
締

ま
っ
て
細
く
見
え
て
、
と
て
も
い
い
感
じ

で
す
。」
と
着
心
地
は
よ
さ
そ
う
で
し
た
。

　

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会
栃

木
県
大
会
に
お
い
て
、
走
り
幅
跳
び
で
見

事
２
位
と
な
り
、
第
38
回
関
東
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

荒
井
の
ぼ
る
さ
ん
（
馬
頭
中
３
年
）
が
、

８
月
６
日
、
町
長
室
を
訪
れ
、
大
金
町
長

か
ら
激
励
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
金
町
長
は
、「
暑
い
の
で
、
熱
中
症
に

注
意
し
て
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
会
は
、
千
葉
県
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
で
８
月
10
日
に
開

催
さ
れ
、
荒
井
選
手
は
、
健
闘
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

温
泉
ト
ラ
フ
グ
試
食
会

田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
観
察
会

関
東
中
学
校
陸
上
競
技
大
会
激
励
会

新
制
服
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
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　警察では、犯罪等による被害の未
然防止に関する相談、その他県民の
安全と平穏についての相談に応じる
ため、各種相談窓口を設けていま
す。
那珂川警察署　☎0287－92－0110
警察本部
警察相談電話
  ＃9110（プッシュ回線・携帯電話）
  ☎028－627－9110（ダイヤル回線）
悪質商法相談　　☎028－624－1110
ヤングテレホン　☎0120－87－4152
シルバー１１０番☎028－627－4680
性犯罪被害者相談☎0120－710－873
覚せい剤１１０番☎028－624－0919
暴力相談　　　　☎028－622－2424
※緊急の事件・事故以外の相談につ
いては、110番ではなく、＃9110番を
利用してください。

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良
農家のほ場見学会を開催します。
開催日時　10月５日（火）
　　　　　午前９時～午後４時
集合場所　ＪＡなす南本店
　　　　※午前８時50分までに集合
見学農家　いちご・カリフラワー・
夏秋なす・ショウガ・からす大根・
スナップえんどうの生産農家
参加費　無料（昼食は主催者で準備）
申込締切　９月28日（火）
問い合わせ・申し込み先
ＪＡなす南園芸課☎0287－96－6170
塩谷南那須農業振興事務所
　　　　　　　　☎0287－43－2318
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113

　女性農業者の皆さん、仲間づくり
の講座を開催しますので、ぜひ、ご
参加ください。（定員20名）
募集要件　農業に従事または関心が

９月11日は「警察相談の日」です

南那須地区いきいきアグリ塾の開催

ある概ね35歳から55歳の女性で原則
として全講座（全３回）参加できる方
申込方法　９月末までに電話または
FAXで住所･氏名･連絡先を申し込む。
その他　講座内容・開催時期などの
詳細は申込者に個別に連絡します。
問い合わせ・申し込み先
塩谷南那須農業振興事務所経営普及部
　　　　　　  ☎   0287－43－2318 
　　　　　　 FAX 0287－43－4072
ＪＡなす南生活福祉課
　　　　　　  ☎   0287－96－6176 
　　　　　　 FAX 0287－96－5997
那珂川町農林振興課
　　　　　　  ☎   0287－92－1113
　　　　　　 FAX 0287－92－3081

対象企業　①製造業･鉱業･建設業・
運輸業等で従業員数20人以下の企業
②卸売業・小売業・サービス業で従
業員数５人以下の企業
※上記以外でも、従業員数50人以下
の企業で、一定の条件を満たしてい
る企業は対象となります。
対象設備　新品で栃木県内に設置さ
れるもの
その他　貸付金額や金利などの詳細
は、お問い合わせください。
問い合わせ　（財）栃木県産業振興セ
ンター　振興部　設備貸与課
　　　　　　　　☎028－670－2604

　就職を希望する障害者の方であれば、
どなたでも自由に参加いただけます。
　また、採用意向のある事業主の皆様
の積極的なご参加をお願いします。
　なお、派遣求人・請負求人でのお
申し込みは出来ません。
　詳細はお問い合わせください。
開催日時　10月６日（水）午後１時
30分～午後４時30分（受付は午後１
時～午後３時30分）
開催場所　ホテル東日本宇都宮（宇都
宮市上大曽492－1）☎028－643－5500
問い合わせ　ハローワーク宇都宮
専門援助部門　☎028－638－0369

障害者合同就職面接会の開催

小規模企業者等設備導入資金制度

　本年も多年にわたり社会に貢献さ
れた高齢者の長寿をお祝いする敬老
会を、馬頭地区は９月19日（片根地
区は12日）、小川地区は９月12日に
各行政区の開催方法等により行われ
ます。
　招待者は、75歳以上の方（昭和10
年12月31日以前に生まれた方）です。
　また、敬老祝い金が支給されます。
80歳の方 …………………… ５千円
85歳・90歳・95歳の方 …… １万円
問い合わせ
健康福祉課　　　☎0287－92－1119
小川庁舎総合窓口課☎0287－96－2111

　交換時期を迎えるお宅へ、水道
メータ交換のために町指定給水工事
店が、９月７日～ 17日の間に交換に
お伺いしますので、ご協力をお願い
します。
問い合わせ　上下水道課
　　　　　　☎0287－92－2002

　福祉まつりの会場で、特設行政相
談会を開催いたします。
　行政への苦情、意見・要望等につ
いて、行政相談委員が対応します。
日時　10月16日（土）午前10時～正午
会場　小川総合福祉センター
問い合わせ　総務課行政係
　　　　　　☎0287－92－1111

　「子ども手当」は、中学生までのお
子さんを養育する方が支給対象です。
　まだ、申請の手続きをされていな
い方は、９月30日までに手続きをお
願いします。期限を過ぎますと、申
請の翌月分（11月以降）からの支給
となり、４月分まで遡って支給され
ません。

平成22年度敬老会の開催について

水道メータの交換について

　また、公務員の方は、勤務先へ手
続きして下さい。
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係
　　　　　　☎0287－92－1119

　10月１日から住民登録している市
町村の窓口でパスポートの申請と交
付が受けられます。
　那珂川町では、住民生活課の窓口
で申請と交付が受けられます。（小
川庁舎総合窓口課は申請のみ受付）
　なお、日曜日に交付を希望する場
合は、栃木県旅券センター（ＪＲ宇
都宮駅構内）での申請となります。
問い合わせ
栃木県旅券センター☎028－638－3811
住民生活課　　　☎0287－92－1112
小川庁舎総合窓口課☎0287－96－2111

所在地　那珂川町馬頭2558－87
区画数　１区画（９㎡）
使用料　670,000円（使用許可時）
管理料　2,500円（年間）
使用者の資格　町に住所を有する方
申込方法　住民生活課または小川庁
舎総合窓口課に備え付けの使用許可
申込書により申し込む。
受付期間　９月16日（木）～30日（木）
使用者の決定　応募多数の場合は抽
選により決定。抽選日は後日、申込
者に直接連絡します。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112

　商店や会社・宅配便等の取引用
（営業用）及び、病院・学校・保育所
等の証明用に使用するはかりは、計
量法で定められている定期検査を受
けなければなりません。
　当町では下記により検査を実施しま
すので、必ず検査を受けてください。
期日・会場・時間
①10月19日（火）　役場小川庁舎
　午前10時30分～午後３時

行政相談週間　10月18日～24日
「ききます、とどけます、　　　
　　　　　　あなたの声を行政に」

那珂川町公園墓地使用申し込み受付

10月１日から町の窓口でパスポート
の申請・交付が出来ます

パソコン講座受講者募集

はかりの定期検査について

「子ども手当」の申請は
お済みですか？

②10月20日(水)　山村開発センター
　午前10時30分～午後３時
③10月21日(木)　山村開発センター
　午前10時30分～午後３時
問い合わせ
商工観光課商工係☎0287－92－1116
栃木県計量検定所☎028－667－9425

昼の部（午後１時30分～４時30分）
・パソコン入門講座（10月13・15日）
・初級講座（10月19・21日）
夜の部（午後７時～９時）
・中級講座（10月19・21・26・28日）
・ブログ講座（11月2・4・9・11日）
会場　山村開発センター会議室
対象　町内在住または勤務している
18歳以上の方
定員　各講座とも15名
受講料　無料（ただし、テキスト代は実費）
申込方法　申込書を生涯学習課また
は馬頭公民館へ提出する。（FAX可）
問い合わせ　生涯学習課生涯学習係
　　　　　　 ☎   0287－96－2116
　　　　　　FAX 0287－96－4545

　脱税目的に灯油や重油を混和した
不正軽油に関する情報をお寄せくだ
さい。
「不正家軽油１１０番」
宇都宮県税事務所軽油引取税調査班
　　　　　　　　☎028－626－3178

　うつ病かも…自殺が心配…と思った
ら、下記の相談窓口へご相談ください。
電話・来所相談
栃木県精神保健福祉センター
　　　　　　　　☎028－673－8785
栃木県烏山保健福祉センター
　　　　　　　　☎0287－82－2231
那珂川町健康福祉課
　　　　　　　　☎0287－92－1119
電話相談
こころのダイヤル☎028－673－8341
栃木いのちの電話☎028－643－7830

10月は全国不正軽油撲滅月間です。

９月10日～ 16日は　　　　　
　　　　　「自殺予防週間」です

園芸作物ほ場見学会の開催

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール
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都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。
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　警察では、犯罪等による被害の未
然防止に関する相談、その他県民の
安全と平穏についての相談に応じる
ため、各種相談窓口を設けていま
す。
那珂川警察署　☎0287－92－0110
警察本部
警察相談電話
  ＃9110（プッシュ回線・携帯電話）
  ☎028－627－9110（ダイヤル回線）
悪質商法相談　　☎028－624－1110
ヤングテレホン　☎0120－87－4152
シルバー１１０番☎028－627－4680
性犯罪被害者相談☎0120－710－873
覚せい剤１１０番☎028－624－0919
暴力相談　　　　☎028－622－2424
※緊急の事件・事故以外の相談につ
いては、110番ではなく、＃9110番を
利用してください。

　野菜や花の栽培を始めたいと思っ
ている農家の方を対象に、管内優良
農家のほ場見学会を開催します。
開催日時　10月５日（火）
　　　　　午前９時～午後４時
集合場所　ＪＡなす南本店
　　　　※午前８時50分までに集合
見学農家　いちご・カリフラワー・
夏秋なす・ショウガ・からす大根・
スナップえんどうの生産農家
参加費　無料（昼食は主催者で準備）
申込締切　９月28日（火）
問い合わせ・申し込み先
ＪＡなす南園芸課☎0287－96－6170
塩谷南那須農業振興事務所
　　　　　　　　☎0287－43－2318
那珂川町農林振興課
　　　　　　　　☎0287－92－1113

　女性農業者の皆さん、仲間づくり
の講座を開催しますので、ぜひ、ご
参加ください。（定員20名）
募集要件　農業に従事または関心が

９月11日は「警察相談の日」です

南那須地区いきいきアグリ塾の開催

ある概ね35歳から55歳の女性で原則
として全講座（全３回）参加できる方
申込方法　９月末までに電話または
FAXで住所･氏名･連絡先を申し込む。
その他　講座内容・開催時期などの
詳細は申込者に個別に連絡します。
問い合わせ・申し込み先
塩谷南那須農業振興事務所経営普及部
　　　　　　  ☎   0287－43－2318 
　　　　　　 FAX 0287－43－4072
ＪＡなす南生活福祉課
　　　　　　  ☎   0287－96－6176 
　　　　　　 FAX 0287－96－5997
那珂川町農林振興課
　　　　　　  ☎   0287－92－1113
　　　　　　 FAX 0287－92－3081

対象企業　①製造業･鉱業･建設業・
運輸業等で従業員数20人以下の企業
②卸売業・小売業・サービス業で従
業員数５人以下の企業
※上記以外でも、従業員数50人以下
の企業で、一定の条件を満たしてい
る企業は対象となります。
対象設備　新品で栃木県内に設置さ
れるもの
その他　貸付金額や金利などの詳細
は、お問い合わせください。
問い合わせ　（財）栃木県産業振興セ
ンター　振興部　設備貸与課
　　　　　　　　☎028－670－2604

　就職を希望する障害者の方であれば、
どなたでも自由に参加いただけます。
　また、採用意向のある事業主の皆様
の積極的なご参加をお願いします。
　なお、派遣求人・請負求人でのお
申し込みは出来ません。
　詳細はお問い合わせください。
開催日時　10月６日（水）午後１時
30分～午後４時30分（受付は午後１
時～午後３時30分）
開催場所　ホテル東日本宇都宮（宇都
宮市上大曽492－1）☎028－643－5500
問い合わせ　ハローワーク宇都宮
専門援助部門　☎028－638－0369

障害者合同就職面接会の開催

小規模企業者等設備導入資金制度

　本年も多年にわたり社会に貢献さ
れた高齢者の長寿をお祝いする敬老
会を、馬頭地区は９月19日（片根地
区は12日）、小川地区は９月12日に
各行政区の開催方法等により行われ
ます。
　招待者は、75歳以上の方（昭和10
年12月31日以前に生まれた方）です。
　また、敬老祝い金が支給されます。
80歳の方 …………………… ５千円
85歳・90歳・95歳の方 …… １万円
問い合わせ
健康福祉課　　　☎0287－92－1119
小川庁舎総合窓口課☎0287－96－2111

　交換時期を迎えるお宅へ、水道
メータ交換のために町指定給水工事
店が、９月７日～ 17日の間に交換に
お伺いしますので、ご協力をお願い
します。
問い合わせ　上下水道課
　　　　　　☎0287－92－2002

　福祉まつりの会場で、特設行政相
談会を開催いたします。
　行政への苦情、意見・要望等につ
いて、行政相談委員が対応します。
日時　10月16日（土）午前10時～正午
会場　小川総合福祉センター
問い合わせ　総務課行政係
　　　　　　☎0287－92－1111

　「子ども手当」は、中学生までのお
子さんを養育する方が支給対象です。
　まだ、申請の手続きをされていな
い方は、９月30日までに手続きをお
願いします。期限を過ぎますと、申
請の翌月分（11月以降）からの支給
となり、４月分まで遡って支給され
ません。

平成22年度敬老会の開催について

水道メータの交換について

　また、公務員の方は、勤務先へ手
続きして下さい。
問い合わせ　健康福祉課社会福祉係
　　　　　　☎0287－92－1119

　10月１日から住民登録している市
町村の窓口でパスポートの申請と交
付が受けられます。
　那珂川町では、住民生活課の窓口
で申請と交付が受けられます。（小
川庁舎総合窓口課は申請のみ受付）
　なお、日曜日に交付を希望する場
合は、栃木県旅券センター（ＪＲ宇
都宮駅構内）での申請となります。
問い合わせ
栃木県旅券センター☎028－638－3811
住民生活課　　　☎0287－92－1112
小川庁舎総合窓口課☎0287－96－2111

所在地　那珂川町馬頭2558－87
区画数　１区画（９㎡）
使用料　670,000円（使用許可時）
管理料　2,500円（年間）
使用者の資格　町に住所を有する方
申込方法　住民生活課または小川庁
舎総合窓口課に備え付けの使用許可
申込書により申し込む。
受付期間　９月16日（木）～30日（木）
使用者の決定　応募多数の場合は抽
選により決定。抽選日は後日、申込
者に直接連絡します。
問い合わせ　住民生活課生活環境係
　　　　　　☎0287－92－1112

　商店や会社・宅配便等の取引用
（営業用）及び、病院・学校・保育所
等の証明用に使用するはかりは、計
量法で定められている定期検査を受
けなければなりません。
　当町では下記により検査を実施しま
すので、必ず検査を受けてください。
期日・会場・時間
①10月19日（火）　役場小川庁舎
　午前10時30分～午後３時

行政相談週間　10月18日～24日
「ききます、とどけます、　　　
　　　　　　あなたの声を行政に」

那珂川町公園墓地使用申し込み受付

10月１日から町の窓口でパスポート
の申請・交付が出来ます

パソコン講座受講者募集

はかりの定期検査について

「子ども手当」の申請は
お済みですか？

②10月20日(水)　山村開発センター
　午前10時30分～午後３時
③10月21日(木)　山村開発センター
　午前10時30分～午後３時
問い合わせ
商工観光課商工係☎0287－92－1116
栃木県計量検定所☎028－667－9425

昼の部（午後１時30分～４時30分）
・パソコン入門講座（10月13・15日）
・初級講座（10月19・21日）
夜の部（午後７時～９時）
・中級講座（10月19・21・26・28日）
・ブログ講座（11月2・4・9・11日）
会場　山村開発センター会議室
対象　町内在住または勤務している
18歳以上の方
定員　各講座とも15名
受講料　無料（ただし、テキスト代は実費）
申込方法　申込書を生涯学習課また
は馬頭公民館へ提出する。（FAX可）
問い合わせ　生涯学習課生涯学習係
　　　　　　 ☎   0287－96－2116
　　　　　　FAX 0287－96－4545

　脱税目的に灯油や重油を混和した
不正軽油に関する情報をお寄せくだ
さい。
「不正家軽油１１０番」
宇都宮県税事務所軽油引取税調査班
　　　　　　　　☎028－626－3178

　うつ病かも…自殺が心配…と思った
ら、下記の相談窓口へご相談ください。
電話・来所相談
栃木県精神保健福祉センター
　　　　　　　　☎028－673－8785
栃木県烏山保健福祉センター
　　　　　　　　☎0287－82－2231
那珂川町健康福祉課
　　　　　　　　☎0287－92－1119
電話相談
こころのダイヤル☎028－673－8341
栃木いのちの電話☎028－643－7830

10月は全国不正軽油撲滅月間です。

９月10日～ 16日は　　　　　
　　　　　「自殺予防週間」です

園芸作物ほ場見学会の開催

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

栃木県からの番組
文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
サイエンス

文字放送

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

サイエンス
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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暑
い
日
々
が
続
い
た
夏
も
終
わ

り
、
学
校
も
い
よ
い
よ
二
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
社
会
科

見
学
で
子
供
た
ち
に
よ
く
聞
か
れ

る
質
問
の
一
つ
と
し
て
、
古
代
の

器
「
土
師
器
」
と
「
須
恵
器
」
の
違

い
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

土
師
器
と
須
恵
器
は
ど
ち
ら
も

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
使
わ
れ
て
い
た
器
で
す
。
種
類

も
そ
れ
ぞ
れ
煮
炊
き
用
の
甕
や
貯

蔵
用
の
壺
、
盛
り
付
け
用
の
皿
や

坏
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
は
平
安
時
代
の
『
延
喜

式
』
と
い
う
文
書
に
登
場
す
る

「
陶
器
」
と
「
土
師
器
」
と
い
う
二

種
類
の
器
に
あ
て
て
用
い
ら
れ
た

も
の
で
す
。
で
は
、
こ
の
二
つ
の

器
は
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ

う
か
。

　

大
き
な
違
い
は
器
の
焼
き
方
で

す
。
土
師
器
は
弥
生
土
器
の
作
り

方
が
引
き
継
が
れ
、
素
焼
き
で
仕

上
げ
ら
れ
ま
す
。
焼
く
時
の
温
度

は
八
〇
〇
度
ぐ
ら
い
ま
で
で
比
較

的
低
い
温
度
で
焼
か
れ
ま
す
。
酸

素
が
た
く
さ
ん
供
給
さ
れ
た
状
態

で
焼
か
れ
る
た
め
、
仕
上
が
り
が

赤
褐
色
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
須
恵
器
は
、
五
世
紀
頃
に

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
た
技
術

を
も
と
に
作
ら
れ
た
器
で
す
。

轆
轤
を
使
っ
て
形
づ
く
り
、
窯
焼

き
で
仕
上
げ
ら
れ
ま
す
。
窯
の
中

で
一
一
〇
〇
度
以
上
の
高
い
温
度

で
焼
く
た
め
、
密
閉
さ
れ
た
状
態

で
焼
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
空
間
で
火
を
燃
や
す
こ
と
に

よ
っ
て
窯
の
中
は
酸
欠
の
状
態
に

な
り
、
器
は
硬
質
で
灰
色
の
仕
上

が
り
に
な
り
ま
す
。

　

那
須
地
域
で
も
、
多
く
の
土
師

器
や
須
恵
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

那
珂
川
町
小
川
に
あ
る
県
内
最
古

の
築
造
と
考
え
ら
れ
る
駒
形
大
塚

古
墳
は
、
全
長
六
〇
・
五
ｍ
の
前

方
後
方
墳
で
あ
り
、
壺
や
高
坏
な

ど
数
多
く
の
土
師
器
が
出
土
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
那
須
で
は
奈
良
時
代
に

須
恵
器
の
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。

那
珂
川
東
岸
の
旧
馬
頭
町
の
小
砂

で
は
須
恵
器
を
焼
い
た
窯
跡
が
み

ら
れ
、
坏
や
蓋
な
ど
の
日
常
容
器

類
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
江
戸
時
代
に
、
殖
産
興

業
に
力
を
注
い
だ
九
代
水
戸
藩
主

徳
川
斉
昭
が
小
砂
の
良
質
な
粘
土

を
発
見
し
て
い
ま
す
。
斉
昭
は
陶

器
を
領
内
で
生
産
さ
せ
る
た
め
良

質
な
陶
土
を
探
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
こ
の
小
砂
の
粘
土
が
見
つ
か

り
、
今
で
も
小
砂
焼
と
し
て
広
く

知
ら
れ
る
窯
業
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
小
川
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
土

師
器
や
須
恵
器
を
常
設
展
に
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
二

つ
の
器
の
違
い
を
実
際
に
目
で
確

か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　

学
芸
員　

三
浦
紗
英
子
）

　

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

露
久
保
羽
南　
　

諭　
　

健　

武

　
　
　
　
　
　

優　

香

薄
井　

大
翔　

正　

道　

健　

武

　
　
　
　
　
　
　

恵

露
久
保　

樹　
　

昭　
　

矢　

又

　
　
　
　
　
　

成　

子

酒
主　

羽
叶　
　

望　
　

小　

口

　
　
　
　
　
　

亜
希
子

薄
井　

良
仁　

昭　

博　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

貴　

子

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

大
金
三
四
郎　

（
93
）　

馬　

頭

羽
石　

三
之　

（
75
）　

馬　

頭

小
森　

美
枝　

（
56
）　

馬　

頭

木
嶋　
　

格　

（
82
）　

馬　

頭

北
畠　

明
雄　

（
88
）　

松　

野

鈴
木　

ノ
ブ　

（
86
）　

富　

山

齊
藤　
　

昌　

（
87
）　

谷　

川

鈴
木　

輝
夫　

（
82
）　

大　

内

滝
田　
　

豊　

（
52
）　
大
山
田
下
郷

益
子　

春
好　

（
77
）　
大
山
田
下
郷

佐
藤　

イ
シ　

（
95
）　

小　

川

星　

キ
ミ
子　

（
81
）　

小　

川

笹
島　

吉
江　

（
90
）　

小　

川

横
山　
　

茂　

（
56
）　

小　

川

佐
藤　

洋
一　

（
61
）　

小　

川

蓮
見
キ
ク
ヱ　

（
90
）　

小　

川

高
瀨　

一
男　

（
79
）　

谷　

田

岸　
　

亮
造　

（
84
）　

片　

平

星　
　

正
平　

（
88
）　

恩　

田

髙
橋　
　

實　

（
81
）　

浄
法
寺

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

７
月
21
日
〜
８
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

は　

な
た
つ
き

わ
か
な

よ
し
ひ
と

ひ
ろ
と

共通：9月 20 日（月）、23 日（木）、10 月 11 日（月）

９月21日（火）、27日（月）
10月４日（月）、12日（火）

９月17日（金）、24日（金）
10月１日（金）、８日（金）
　　15日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（９/16～10/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・９月16日（木）午前10：30～
・10月７日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

なかよしひろば＆すくすくクラブ
・９月16日（木）午前10：00～
　おもちゃをつくろう。
・参加申し込み　９月12日（日）まで
・参加費　無料

生け花教室
・９月26日（日）午後1：30～
　秋のお花を生けましょう。
・会員以外の方の申し込み　９月21日（火）まで
・花代　700円

科学あそびをしよう
・９月23日（木・祝）午前10：00～
・内容　スライムであそぼう他
・参加申し込み　９月21日（火）まで
・参加費　無料

婦人ボランティアのおはなし会
・10月９日（土）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・９月19日（日）午後１：３０～３：００
・場所　小川公民館
・募集人数　３０名（先着順）
・参加費　　無料
・主催　おはなし冒険団
・内容　座って劇を見るだけでなく、みんなで体を動かし　
　て、お話の世界に入っていきます。
　上演内容は、「エメラルド竜をすくい出せ！」です。
・対象　小学生～大人（親子でどうぞ）
・申し込み　図書館に置いてあります申込書に記入し、
　　　　　　直接おはなし冒険団にお申し込みください。

おもしろ体験隊「ごっこあそび劇」

「児童館」
９月16日～10月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

9/16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

8 9
10 11 12 13 14 15

30 10/1 2
3 7

・10月１３日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「猫を抱いて象と泳ぐ」 小川洋子／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

なかよしひろば
・10月７日（木）午前10：00～
　運動会ごっこをしよう。
・参加申し込み　10月５日（火）まで
・参加費　50円（おやつ代）

映　画　会
・10月９日（土）第１回目　午前9：30～
　　　　　　　 第２回目　午後1：30～
　内容　「劇場版ポケットモンスター」より
　お友だちや家族みんなで見に来てくださいね。

ゲーム大会
・10月10日（日）午前9：30～
　いろいろなゲームにチャレンジしよう！
　お友だちを誘って遊びに来てください。
・参加申し込み　10月8日（金）まで
・参加費　無料

4 5 6

（

）

今
月
の
表
紙

　

合
併
５
周
年
記
念
と
し
て
、
那
珂
川

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
４
８
９
点
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

東
京
都
の
市
原
麻
奈
美
さ
ん
の
「
な
か

ち
ゃ
ん
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
な
か
ち
ゃ
ん
」
は
、
当
町
の
町
名
の
由

来
と
な
っ
た
町
の
中
央
部
を
流
れ
る

「
那
珂
川
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
、
頭
と
マ
フ
ラ
ー
は
川
の
流

れ
を
表
し
、
額
に
は
、
清
流
に
住
む

「
ア
ユ
」
を
乗
せ
て
い
ま
す
。

　

10
月
3
日
の
合
併
５
周
年
記
念
式
典

で
は
、「
な
か
ち
ゃ
ん
」
の
着
ぐ
る
み
が

公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

は　

じ　

き

す　

え　

き
か
め

つ
ぼ

つ
き

ろ 

く 

ろ

た
か
つ
き

す
え
の
う
つ
わ
も
の

は
じ
の
う
つ
わ
も
の

小砂古窯跡群出土の
須恵器

駒形大塚古墳出土の
土師器高坏

9月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－20）9，643 人 男
（－  9）9，580 人女
（－29）19，223 人計
（+  5）6，126世帯数

（　）内は前月との比較

古

代

の

二

つ

の

器
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し
て
い
ま
す
。
是
非
こ
の
二

つ
の
器
の
違
い
を
実
際
に
目
で
確

か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　

学
芸
員　

三
浦
紗
英
子
）

　

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

露
久
保
羽
南　
　

諭　
　

健　

武

　
　
　
　
　
　

優　

香

薄
井　

大
翔　

正　

道　

健　

武

　
　
　
　
　
　
　

恵

露
久
保　

樹　
　

昭　
　

矢　

又

　
　
　
　
　
　

成　

子

酒
主　

羽
叶　
　

望　
　

小　

口

　
　
　
　
　
　

亜
希
子

薄
井　

良
仁　

昭　

博　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

貴　

子

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

大
金
三
四
郎　

（
93
）　

馬　

頭

羽
石　

三
之　

（
75
）　

馬　

頭

小
森　

美
枝　

（
56
）　

馬　

頭

木
嶋　
　

格　

（
82
）　

馬　

頭

北
畠　

明
雄　

（
88
）　

松　

野

鈴
木　

ノ
ブ　

（
86
）　

富　

山

齊
藤　
　

昌　

（
87
）　

谷　

川

鈴
木　

輝
夫　

（
82
）　

大　

内

滝
田　
　

豊　

（
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）　
大
山
田
下
郷

益
子　

春
好　

（
77
）　
大
山
田
下
郷

佐
藤　

イ
シ　

（
95
）　

小　

川

星　

キ
ミ
子　

（
81
）　

小　

川

笹
島　

吉
江　

（
90
）　

小　

川

横
山　
　

茂　

（
56
）　

小　

川

佐
藤　

洋
一　

（
61
）　

小　

川

蓮
見
キ
ク
ヱ　

（
90
）　

小　

川

高
瀨　

一
男　

（
79
）　

谷　

田

岸　
　

亮
造　

（
84
）　

片　

平

星　
　

正
平　

（
88
）　

恩　

田

髙
橋　
　

實　

（
81
）　

浄
法
寺

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

７
月
21
日
〜
８
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

は　

な
た
つ
き

わ
か
な

よ
し
ひ
と

ひ
ろ
と

共通：9月 20 日（月）、23 日（木）、10 月 11 日（月）

９月21日（火）、27日（月）
10月４日（月）、12日（火）

９月17日（金）、24日（金）
10月１日（金）、８日（金）
　　15日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（９/16～10/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・９月16日（木）午前10：30～
・10月７日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

なかよしひろば＆すくすくクラブ
・９月16日（木）午前10：00～
　おもちゃをつくろう。
・参加申し込み　９月12日（日）まで
・参加費　無料

生け花教室
・９月26日（日）午後1：30～
　秋のお花を生けましょう。
・会員以外の方の申し込み　９月21日（火）まで
・花代　700円

科学あそびをしよう
・９月23日（木・祝）午前10：00～
・内容　スライムであそぼう他
・参加申し込み　９月21日（火）まで
・参加費　無料

婦人ボランティアのおはなし会
・10月９日（土）午後2：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが
　昔ばなしの絵本や紙しばいを読んでくれます。

・９月19日（日）午後１：３０～３：００
・場所　小川公民館
・募集人数　３０名（先着順）
・参加費　　無料
・主催　おはなし冒険団
・内容　座って劇を見るだけでなく、みんなで体を動かし　
　て、お話の世界に入っていきます。
　上演内容は、「エメラルド竜をすくい出せ！」です。
・対象　小学生～大人（親子でどうぞ）
・申し込み　図書館に置いてあります申込書に記入し、
　　　　　　直接おはなし冒険団にお申し込みください。

おもしろ体験隊「ごっこあそび劇」

「児童館」
９月16日～10月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土

29

9/16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

8 9
10 11 12 13 14 15

30 10/1 2
3 7

・10月１３日（水）午後１：３０～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　　テキスト「猫を抱いて象と泳ぐ」 小川洋子／著
　　和やかな雰囲気で語りあっています。
　　興味のある方はお気軽にどうぞ。

読　書　会

なかよしひろば
・10月７日（木）午前10：00～
　運動会ごっこをしよう。
・参加申し込み　10月５日（火）まで
・参加費　50円（おやつ代）

映　画　会
・10月９日（土）第１回目　午前9：30～
　　　　　　　 第２回目　午後1：30～
　内容　「劇場版ポケットモンスター」より
　お友だちや家族みんなで見に来てくださいね。

ゲーム大会
・10月10日（日）午前9：30～
　いろいろなゲームにチャレンジしよう！
　お友だちを誘って遊びに来てください。
・参加申し込み　10月8日（金）まで
・参加費　無料

4 5 6

（

）

今
月
の
表
紙

　

合
併
５
周
年
記
念
と
し
て
、
那
珂
川

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
４
８
９
点
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

東
京
都
の
市
原
麻
奈
美
さ
ん
の
「
な
か

ち
ゃ
ん
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
な
か
ち
ゃ
ん
」
は
、
当
町
の
町
名
の
由

来
と
な
っ
た
町
の
中
央
部
を
流
れ
る

「
那
珂
川
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
、
頭
と
マ
フ
ラ
ー
は
川
の
流

れ
を
表
し
、
額
に
は
、
清
流
に
住
む

「
ア
ユ
」
を
乗
せ
て
い
ま
す
。

　

10
月
3
日
の
合
併
５
周
年
記
念
式
典

で
は
、「
な
か
ち
ゃ
ん
」
の
着
ぐ
る
み
が

公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

は　

じ　

き

す　

え　

き
か
め

つ
ぼ

つ
き

ろ 

く 

ろ

た
か
つ
き

す
え
の
う
つ
わ
も
の

は
じ
の
う
つ
わ
も
の

小砂古窯跡群出土の
須恵器

駒形大塚古墳出土の
土師器高坏

9月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－20）9，643 人 男
（－  9）9，580 人女
（－29）19，223 人計
（+  5）6，126世帯数

（　）内は前月との比較

古

代

の

二

つ

の

器
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開館10周年・合併５周年記念　秋季特別展

－ 二大街道絵展「東海道と木曽街道の旅」 －

60

　この度は、広重の代表作「東海道五拾三次之
内」と「木曽街道六拾九次之内」の二つの街道絵
を紹介し画風の変遷をさかのぼれる有意義な機会
になるでしょう。広重が志した浮世絵風景画の世
界をご堪能下さい。
　　　　馬頭広重美術館　主任学芸員　市川信也
【会　　期】　前期：９月４日（土）～10月３日（日）
      　　　　　後期：10月８日（金）～11月14日（日）
【ミュージアムトーク（展示解説）】　当館学芸員
 　　　　後期：10月９日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分より午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日
　　　　　　  但し、9月24日（金）は開館します。

　　　　　　　　　　　　　　　歌川広重（17
　　　　　　　　　　　　　97～1858）は天保
　　　　　　　　　　　　   （1830～43）初年
に「東都名所」を制作し評判になり、続けて「東
海道五拾三次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）
と鶴屋喜右衛門（鶴喜）大判55枚）を制作し浮
世絵風景画の絵師として名を成す契機となりまし
た。作品の特徴は各宿場の景観に四季折々の季節
や時刻、天候などを加え抒情的な作品に仕上げま
した。この作品はよく売れ１年程度で完結しまし
た。その後、広重は生涯に20種類以上の東海道
シリーズを制作します。街道絵以外にもさまざま
な版元から「江戸名所」「諸国名所」などの仕事
が舞い込みます。
　保永堂版東海道の数年後には「木曽街道六拾九
次之内」（版元は竹内孫八（保永堂）と伊勢屋利
兵衛（錦樹堂）大判71枚）を制作します。当初
は広重の単独版行予定でしたが、実際には溪斎英
泉（1791～1848）が起筆し24図描きます。そ
の後に広重が47図を描き完成させました。
　図の日本橋は、五街道の起点であり江戸の経済
の中心地として栄えました。丁度朝日が昇り始め
たところです。橋上は多くの人でごったがえして
います。両方とも大変摺りのよい作品ですが、上
図の作品は初摺で下図の作品は後摺です。その理
由は左の作品の傘の部分に、この作品を初めて出
板した版元名竹内孫八が記され、下図の傘には伊
勢屋利兵衛と書かれ、後摺を出板した版元名が記
されているからです。

「木曾街道続ノ壱 日本橋 雪之曙」渓斎英泉（初摺）

「木曾街道続ノ壱 日本橋 雪之曙」渓斎英泉（後摺）

2010.9
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●合併５周年記念式典開催のお知らせ
●10月１日は、国勢調査。
●デマンドタクシー「なかちゃん号」
●ゆりがねマラソン大会参加者募集
●子ども会レクリェーション大会結果
●認知症サポーター養成講座
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広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦50㎜×横88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回10,000円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の40日前
　　　　　※10月22日までに申し込まれた場合、12月号
　　　　　　から掲載可
※詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。 那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国那須どうぶつ王国

NASU ANIMAL KINGDOM

栃木県那須郡那須町大字大島1042-1
ＴＥＬ ０２８７－７７－１１１０
http://www.nasu-oukoku.com/

平日１０：００～１６：３０
土日祝９：００～１７：００
定休日：水曜日（夏休み・祝日除く）




